
殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

（注）

千 大 院 サ 第 １ ５ ３ 号

令 和 5 年 10 月 4 日

「神経内科」→「脳神経内科」にて診療
「内分泌内科」、「代謝内科」→「糖尿病・代謝・内分泌・老年内科」にて診療

〒260-8677　千葉市中央区亥鼻1-8-1

電話（043）222－7171　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入
すること。

住所

氏名

〒263-8522　千葉県千葉市稲毛区弥生町1-33

国立大学法人千葉大学

千葉大学医学部附属病院

千葉大学医学部附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人千葉大学長
中　山　俊　憲

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和4年度の業務に関して報告します。

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

（単位：床）45 5 0 0 800 850

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科2消化器外科 ３乳腺外科

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管
外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を
記載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして
差し支えないこと）。

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

「消化器外科」→「食道・胃腸外科」、「肝臓・胆のう・膵臓外科」にて診療
「内分泌外科」→「頭頚部耳鼻いんこう科」にて診療

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

病理診断科

糖尿病・代謝・
内分泌・老年内
科

腫瘍内科 食道・胃腸外科
肝臓・胆のう・膵
臓外科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

心療内科

リハビリテーショ
ン科

脳神経内科 形成外科
頭頚部耳鼻い
んこう科

臨床検査科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

252 667 699.0 73 0

9 25 29.0 23 88

59 31 84.8 10 0

0 0 0.0 7 0

41 0 41.0 0 1

989 30 1009.6 26 19

0 1 1.0 0 156

1 3 4.0 0 345

8 7 15.0 54 6

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 2 年 4 月 1 日

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （ 横手　幸太郎 ） 任命年月日

令和2年4月1日就任前
・医療の質・安全管理委員会委員（平成23年4月1日～平成26年3月31日、平成29年4月1日～令和2年3月31日）
令和2年4月1日就任後
・医療の質・安全管理委員会委員長

合計

12

13

21

10

31

15

18

367

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 24

110

83

16

2

8

14

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

助産師

看護師 医療社会事業従事者



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

26 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

403 ㎡ （主な設備）

80 ㎡ （主な設備）

961 ㎡ （主な設備）

74 ㎡ （主な設備）

718 ㎡ （主な設備）

736 ㎡ 室数 室 人

135 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

自動包埋装置、組織切片薄切装置、自動染色装置、自
動免疫染色装置、凍結切片薄切装置、パラフィン包埋機
等

解剖台、切出台、固定槽、撮影装置

パソコン、近赤外光イメージング装置、脳波計等

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

4

4

収容定員

蔵書数

504

17150

病床数 39507

2

鉄筋コンク
リート

鉄筋コンク
リート

85.71

検体搬送システム、生化学用自動分析装置、化学発光法
測定装置、酵素免疫法測定装置、血液ガス分析装置、
HbA1c分析装置、赤血球沈降速度分析装置、電気泳動
分析装置、超低温保冷庫（ディープフリーザー）
細菌同定・薬剤感受性分析装置、抗酸菌培養検査装
置、自動染色装置、血液培養自動分析装置、細菌同定
用質量分析装置、顕微鏡（蛍光を含む）、安全キャビネッ
ト

床面積

共用する室名

鉄筋コンク
リート

鉄筋コンク
リート

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンク
リート

鉄筋コンク
リート

鉄筋コンク
リート

床面積

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
642.22 鉄筋コンク

リート
人工呼吸装置

入院：911　　外来：29

174

6

20

370

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそ
れ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入
すること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条

必要（准）看護師数

590

1996

9

93

599

2088

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

歯科等以外 歯科等 合計



11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

無

無

無

有

有

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

3

3花輪　正明

藤原　康弘

塩野義製薬株式会社
薬事部長

独立行政法人
医薬品医療機器総合機構

理事長
臨床研究識見者

臨床研究識見者

20502

31024

4162

26458

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

紹介率 93.2 逆紹介率 117.3

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

利害
関係

委員の要件
該当状況

宮坂　信之
東京医科歯科大学名誉教

授
医療安全識見者かつ

病院管理経験者
1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

東宮　秀夫
一般財団法人医薬品

医療機器レギュラトリーサ
イエンス財団理事

臨床研究識見者 3

山崎 晋一朗
千葉県病院事業管理者

（千葉県病院局長）
医療安全識見者かつ

病院管理経験者
3

宗像　令夫

独立行政法人中小企業
基盤整備機構関東本部

千葉大亥鼻イノベーション
プラザチーフインキュベー

ションマネージャー

臨床研究識見者 3

中谷　晴昭 千葉大学理事
医療及び臨床研究に関す

る
学識経験者

3

後藤　弘子
千葉大学大学院

社会科学研究院教授
法律学専門家 1

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

本学ホームページ及び本院ホームページにて、設置規程及び委員名簿（選定理由についても記載有）、
監査結果報告書を掲載している。

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

0

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

1人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

3

1

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

先　進　医　療　の　種　類   

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検 早期胃がん

全身性エリテマトーデスに対する初回副腎皮質ホルモン治療におけるクロピドグレル硫酸塩，ピタバスタチ
ンカルシウム及びトコフェロール酢酸エステル併用投与の大腿骨頭壊死発症抑制療法

テモゾロミド用量強化療法　膠芽腫

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 0

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

1 球脊髄性筋萎縮症 28 101
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳動脈

症
1

2 筋萎縮性側索硬化症 39 102 前頭側頭葉変性症 12

3 脊髄性筋萎縮症 7 103 神経細胞移動異常症 4

4 進行性核上性麻痺 11 104 ドラベ症候群 1

5 パーキンソン病 341 105 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 1

6 大脳皮質基底核変性症 10 106 ミオクロニー欠神てんかん 1

7 ハンチントン病 5 107 レノックス・ガストー症候群 1

8 シャルコー・マリー・トゥース病 28 108 ウエスト症候群 11

9 重症筋無力症 427 109 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 1

10 多発性硬化症／視神経脊髄炎 365 110 徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん性脳症 1

11
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニュー

ロパチー
93 111 レット症候群 4

12 封入体筋炎 11 112 スタージ・ウェーバー症候群 3

13 クロウ・深瀬症候群 58 113 結節性硬化症 24

14 多系統萎縮症 47 114 色素性乾皮症 2

15 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 119 115 先天性魚鱗癬 5

16 ライソゾーム病 12 116 家族性良性慢性天疱瘡 4

17 副腎白質ジストロフィー 4 117 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 94

18 ミトコンドリア病 20 118 特発性後天性全身性無汗症 31

19 もやもや病 59 119 眼皮膚白皮症 1

20 プリオン病 2 120 弾性線維性仮性黄色腫 4

21 HTLV-1関連脊髄症 3 121 マルファン症候群 21

22 特発性基底核石灰化症 5 122 エーラス・ダンロス症候群 8

23 全身性アミロイドーシス 11 123 ウィルソン病 4

24 遠位型ミオパチー 2 124 VATER症候群 1

25 神経線維腫症 68 125
ジュベール症候群関連疾患

旧病名（有馬症候群）
1

26 天疱瘡 52 126 クルーゾン症候群 16

27 表皮水疱症 2 127 アペール症候群 7

28 膿疱性乾癬（汎発型） 24 128 ファイファー症候群 2

29 スティーヴンス・ジョンソン症候群 6 129 アントレー・ビクスラー症候群 1

30 高安動脈炎 60 130 多脾症候群 1

31 巨細胞性動脈炎 26 131 無脾症候群 3

32 結節性多発動脈炎 19 132 ウェルナー症候群 16

33 顕微鏡的多発血管炎 73 133 コケイン症候群 1

34 多発血管炎性肉芽腫症 22 134 ヌーナン症候群 3

35 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 25 135 ４p欠失症候群 1

36 悪性関節リウマチ 40 136 ５p欠失症候群 1

37 バージャー病 8 137 完全大血管転位症 1

38 原発性抗リン脂質抗体症候群 3 138 単心室症 2

39 全身性エリテマトーデス 483 139 三尖弁閉鎖症 1

40 皮膚筋炎／多発性筋炎 173 140 ファロー四徴症 12

41 全身性強皮症 122 141 両大血管右室起始症 1

42 混合性結合組織病 51 142 急速進行性糸球体腎炎 15

43 シェーグレン症候群 276 143 一次性ネフローゼ症候群 30

44 成人スチル病 23 144 紫斑病性腎炎 4

45 再発性多発軟骨炎 12 145 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1

46 ベーチェット病 173 146 オスラー病 47

47 特発性拡張型心筋症 82 147 閉塞性細気管支炎 6

48 肥大型心筋症 133 148 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 7

49 拘束型心筋症 2 149 肺胞低換気症候群 1

50 再生不良性貧血 56 150 副甲状腺機能低下症 15

51 自己免疫性溶血性貧血 18 151 偽性副甲状腺機能低下症 7

52 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2 152 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 3

53 特発性血小板減少性紫斑病 118 153 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 9

54 血栓性血小板減少性紫斑病 2 154 脂肪萎縮症 1

55 原発性免疫不全症候群 49 155 家族性地中海熱 24

56 IgＡ 腎症 77 156 慢性再発性多発性骨髄炎 1

57 多発性嚢胞腎 64 157 強直性脊椎炎 20

58 黄色靱帯骨化症 32 158 骨形成不全症 3

59 後縦靱帯骨化症 228 159 軟骨無形成症 6

60 広範脊柱管狭窄症 2 160 リンパ管腫症/ゴーハム病 2

61 特発性大腿骨頭壊死症 44 161 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 2

62 下垂体性ADH分泌異常症 32 162 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 4

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

63 下垂体性TSH分泌亢進症 5 163 後天性赤芽球癆 1

64 下垂体性PRL分泌亢進症 56 164 ダイアモンド・ブラックファン貧血 3

65 クッシング病 26 165 遺伝性鉄芽球性貧血 2

66 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 40 166 クロンカイト・カナダ症候群 1

67 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 80 167 非特異性多発性小腸潰瘍症 1

68 下垂体前葉機能低下症 124 168 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型） 1

69 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1 169 総排泄腔遺残 6

70 先天性副腎皮質酵素欠損症 20 170 先天性横隔膜ヘルニア 25

71 アジソン病 2 171 乳幼児肝巨大血管腫 1

72 サルコイドーシス 367 172 胆道閉鎖症 16

73 特発性間質性肺炎 80 173 アラジール症候群 1

74 肺動脈性肺高血圧症 154 174 ＩｇＧ４関連疾患 120

75 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 92 175 黄斑ジストロフィー 17

76 リンパ脈管筋腫症 9 176 レーベル遺伝性視神経症 1

77 網膜色素変性症 571 177 好酸球性副鼻腔炎 12

78 バッド・キアリ症候群 6 178 進行性ミオクローヌスてんかん 4

79 特発性門脈圧亢進症 10 179 先天異常症候群 1

80
原発性胆汁性胆管炎

旧病名（原発性胆汁性肝硬変）
110 180 非ケトーシス型高グリシン血症 1

81 原発性硬化性胆管炎 28 181 遺伝性自己炎症疾患 7

82 自己免疫性肝炎 98 182 ホモシスチン尿症 2

83 クローン病 230

84 潰瘍性大腸炎 454

85 好酸球性消化管疾患 33

86 慢性特発性偽性腸閉塞症 1 疾患数 182
87 チャージ症候群 1 合計患者数（人） 7876
88 クリオピリン関連周期熱症候群 3

89
若年性特発性関節炎

旧病名（全身型若年性特発性関節炎）
19

90 非典型溶血性尿毒症症候群 1

91 ブラウ症候群 1

92 先天性ミオパチー 7

93 筋ジストロフィー 63

94 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 3

95 遺伝性周期性四肢麻痺 1

96 脊髄空洞症 40

97 脊髄髄膜瘤 1

98 アイザックス症候群 2

99 遺伝性ジストニア 3

100 脳表ヘモジデリン沈着症 4

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科外来診療環境体制加算２

歯科診療特別対応連携加算

情報通信機器を用いた診療

特定機能病院入院基本料 一般病棟  7対1入院基本料
入院栄養管理体制加算

特定機能病院入院基本料　精神病棟  7対1入院基本料

救急医療管理加算

超急性期脳卒中加算

診療録管理体制加算１

医師事務作業補助体制加算１（15対1）

25対1急性期看護補助体制加算（看護補助者5割以上）
夜間100対1急性期看護補助体制加算
夜間看護体制加算
看護補助体制充実加算

看護職員夜間12対1配置加算１

入退院支援加算１
入退院支援加算３
入院時支援加算
総合機能評価加算

せん妄ハイリスク患者ケア加算

精神疾患診療体制加算

精神科リエゾンチーム加算

摂食障害入院医療管理加算

医療安全対策加算１

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

無菌治療室管理加算１

無菌治療室管理加算２

ハイリスク分娩管理加算

術後疼痛管理チーム加算

後発医薬品使用体制加算１

病棟薬剤業務実施加算１

病棟薬剤業務実施加算２

データ提出加算２（イ）

精神科急性期医師配置加算２

地域医療体制確保加算

救命救急入院料３
精神疾患診断治療初回加算（イを算定する場合に限る。）
救急体制充実加算１
救命救急入院料 小児加算
早期離床・リハビリテーション加算

特定集中治療室管理料１
特定集中治療室管理料 小児加算
早期離床・リハビリテーション加算
早期栄養介入管理加算

ハイケアユニット入院医療管理料１
早期離床・リハビリテーション加算

脳卒中ケアユニット入院医療管理料

患者サポート体制充実加算

総合周産期特定集中治療室管理料
　1　母体・胎児集中治療室管理料
　2　新生児集中治療室管理料

新生児治療回復室入院医療管理料

小児入院医療管理料１
小児入院医療管理料 注２の加算(プレイルーム加算)
無菌治療管理加算２
養育支援体制加算

看護職員処遇改善評価料69

＜施設基準を満たしていれば届出の必要がない項目＞

臨床研修病院入院診療加算（歯科診療以外）

緩和ケア診療加算

精神科身体合併症管理加算

臨床研修病院入院診療加算（歯科診療に限る）

妊産婦緊急搬送入院加算

感染対策向上加算１
指導強化加算

（様式第2）



重症患者初期支援充実加算 個別栄養食事管理加算

がん拠点病院加算１（イ）

ハイリスク妊娠管理加算 後発医薬品使用体制加算の注ただし書に規定する加算

褥瘡ハイリスク患者ケア加算



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲げる遠隔モニタリ
ング加算

ハイリスク妊産婦連携指導料１

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

ウイルス疾患指導料　注２の加算 がん治療連携計画策定料

外来栄養食事指導料の注２ 肝炎インターフェロン治療計画料

糖尿病合併症管理料 ハイリスク妊産婦連携指導料２

がん性疼痛緩和指導管理料 薬剤管理指導料

がん患者指導管理料ロ 医療機器安全管理料２

がん患者指導管理料イ 医療機器安全管理料１

がん患者指導管理料ハ 精神科退院時共同指導料２

外来緩和ケア管理料 歯科治療時医療管理料

がん患者指導管理料ニ 禁煙治療補助システム指導管理加算

移植後患者指導管理料 1．臓器移植後の場合 救急搬送診療料の注４に規定する重症患者搬送加算

糖尿病透析予防指導管理料 在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

移植後患者指導管理料 2．造血幹細胞移植後の場合 在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料

小児運動器疾患指導管理料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持
続血糖測定器を用いる場合）
皮下連続式グルコース測定

婦人科特定疾患治療管理料 在宅患者歯科治療時医療管理料

乳腺炎重症化予防ケア・指導料
持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない
持続血糖測定器を用いる場合）

一般不妊治療管理料 遺伝学的検査

二次性骨折予防継続管理料１ 骨髄微小残存病変量測定

生殖補助医療管理料１ 染色体検査の注２に規定する絨毛染色体検査

二次性骨折予防継続管理料３ ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

外来放射線照射診療料 先天性代謝異常症検査

下肢創傷処置管理料 がんゲノムプロファイリング検査

こころの連携指導料（Ⅱ） ウイルス・細菌核酸多項目同時検出

外来腫瘍化学療法診療料１ 抗アデノ随伴ウイルス９型（ＡＡＶ９）抗体

連携充実加算
抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）
抗ＨＬＡ抗体（抗体特異性同定検査）

ニコチン依存症管理料 ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

画像診断管理加算1 エタノールの局所注入（副甲状腺に対するもの）

遠隔画像診断 人工腎臓（慢性維持透析を行った場合１）

ポジトロン断層撮影
腎代替療法実績加算
導入期加算３

ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）

経気管支凍結生検法 硬膜外自家血注入

精密触覚機能検査 エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの）

小児食物アレルギー負荷検査
抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症
治療指導管理料に限る。）

内服・点滴誘発試験 医療保護入院等診療料

前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像による
もの）

処置の休日加算1、時間外加算1及び深夜加算1

黄斑局所網膜電図 療養生活環境整備指導加算

全視野精密網膜電図 療養生活継続支援加算

コンタクトレンズ検査料１ 認知療法・認知行動療法1

脳波検査判断料１
呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
呼吸器リハビリテーション料　初期加算

単線維筋電図 がん患者リハビリテーション料

神経学的検査 歯科口腔リハビリテーション料２

ヘッドアップティルト試験
心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
心大血管疾患リハビリテーション料　初期加算

人工膵臓検査
人工膵臓療法

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
脳血管疾患等リハビリテーション料　初期加算

長期継続頭蓋内脳波検査
運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
運動器リハビリテーション料　初期加算

心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

時間内歩行試験
シャトルウォーキングテスト

外来化学療法加算1

胎児心エコー法 無菌製剤処理料

国際標準検査管理加算 冠動脈CT撮影加算

遺伝カウンセリング加算 心臓MRI撮影加算

遺伝性腫瘍カウンセリング加算 乳房MRI撮影加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

検体検査管理加算（Ⅰ） ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

検体検査管理加算（Ⅳ）
CT撮影及びMRI撮影
（CT 8台、MRI 6台）

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの） 生体部分肺移植術

内視鏡下脳腫瘍摘出術
胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除及び肺葉切除又は１肺
葉を超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合に限
る。）

頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る） 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術 同種死体肺移植術

腫瘍脊椎骨全摘術
胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算
胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

内視鏡下脳腫瘍生検術
胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

骨移植術（軟骨移植を含む）
（自家培養軟骨移植術に限る）

センチネルリンパ節生検（単独法）
乳がんセンチネルリンパ節加算２

後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）
乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わ
ないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

椎間板内酵素注入療法 ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

自家脂肪注入 内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術

組織拡張器による再建手術（一連につき）
（乳房（再建手術）の場合に限る）

乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切
除術に限る。）

骨移植術（軟骨移植術を含む）（同種骨移植（非生体）（同種
骨移植（特殊なものに限る）））

センチネルリンパ節生検（併用法）
乳がんセンチネルリンパ節加算１

手術の休日加算1、時間外加算1及び深夜加算1 喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）

センチネルリンパ節加算
上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）、
下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）

皮膚移植術（死体）
内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ
甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮小
体）腺腫過形成手術

移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法
内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び
経鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を
伴うもの）

磁気による膀胱等刺激法 鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）

口腔粘膜処置 鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

透析液水質確保加算
慢性維持透析濾過加算

網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるも
の）

難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖尿
病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

網膜再建術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

同種心移植術

腹腔鏡下副腎摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）
及び
腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出術（褐色細胞腫）（内視鏡手術用
支援機器を用いるもの）

経皮的下肢動脈形成術 副腎腫瘍ラジオ波焼灼療法

経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

補助人工心臓 内視鏡的小腸ポリープ切除術

植込型補助人工心臓（非拍動流型）
腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術及び
切断術に限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合)

植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下
植込型リードを用いるもの）、
植込型除細動器交換術（その他のもの）及び
経静脈電極抜去術

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電
極の場合）及び
両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈電
極の場合）

腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 同種死体肝移植術

ペースメーカー移植術（リードレスペースメーカーの場合） 体外衝撃波膵石破砕術

両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

不整脈手術（左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）に限る。） 体外衝撃波胆石破砕術

不整脈手術（左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの）
に限る。）

腹腔鏡下肝切除術

経皮的中隔心筋焼灼術 生体部分肝移植術

胸腔鏡下弁置換術 バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

経皮的僧帽弁クリップ術
胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）
を伴うもの）

緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び（水晶体再建術併
用眼内ドレーン挿入術））

経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）
（高速回転式アテレクトミーカテーテルによるもの）
（エキシマレーザー血管形成用カテーテルによるもの）

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあ
るもの））

胸腔鏡下弁形成術

緑内障手術（濾過胞再建術（needle 法））
経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮的
大動脈弁置換術）

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、
内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、
胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、
腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

角結膜悪性腫瘍切除術 内視鏡下筋層切開術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

貯血式自己血輸血管理体制加算 ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー

コーディネート体制充実加算 保険医療機関間の連携による病理診断

自己生体組織接着剤作成術 デジタル病理画像による病理診断

胎児胸腔・羊水腔シャント術 定位放射線治療呼吸移動対策加算（その他のもの）

体外式膜型人工肺管理料 画像誘導密封小線源治療加算

輸血管理料Ⅰ クラウン・ブリッジ維持管理料

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手
術用支援機器を用いる場合）

画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）

腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 体外照射呼吸性移動対策加算

子宮附属器腫瘍摘出術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対
する子宮附属器腫瘍摘出術に限る。）

定位放射線治療

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）

１回線量増加加算（全乳房照射）

腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） １回線量増加加算（前立腺照射）

精巣内精子採取術 外来放射線治療加算

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 高エネルギー放射線治療

腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）
腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））及び
腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いるもの））

人工尿道括約筋植込・置換術

胃瘻造設術
膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）
埋没陰茎手術
陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの） 生体腎移植術

腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））及び
腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いるもの））

膀胱水圧拡張術及び
ハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道）

腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援
機器を用いる場合））及び
腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支
援機器を用いるもの））

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
もの）及び
腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）
腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

内視鏡的逆流防止粘膜切除術 同種死体腎移植術

腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜） 体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

がん治療連携管理料 ダメージコントロール手術

認知症専門診断管理料 人工授精

肝炎インターフェロン治療計画料
（情報通信機器を用いた場合）

胚移植術

外来リハビリテーション診療料 経皮的冠動脈ステント留置術

療養・就労両立支援指導料
（情報通信機器を用いた場合）

植込型心電図記録計移植術及び
植込型心電図記録計摘出術

がん治療連携計画策定料２
（情報通信機器を用いた場合）

経皮的大動脈遮断術

移植後患者指導管理料 2．造血幹細胞移植後の場合
（情報通信機器を用いた場合）

耳鼻咽喉科小児抗菌薬適正使用支援加算

糖尿病透析予防指導管理料
（情報通信機器を用いた場合）

一酸化窒素吸入療法（新生児の低酸素性呼吸困難に対して
実施するものに限る。）

乳幼児育児栄養指導料
（情報通信機器を用いた場合）

経皮的冠動脈形成術

がん患者指導管理料イ・ロ・ハ・ニ
（情報通信機器を用いた場合）

大腸CT撮影加算

外来緩和ケア管理料
（情報通信機器を用いた場合）

廃用症候群リハビリテーション料（Ⅰ）

移植後患者指導管理料 1．臓器移植後の場合
（情報通信機器を用いた場合）

児童思春期精神科専門管理加算

小児悪性腫瘍患者指導管理料
（情報通信機器を用いた場合）

遠隔連携遺伝カウンセリング

がん性疼痛緩和指導管理料
（情報通信機器を用いた場合）

植込型心電図検査

麻酔管理料（Ⅱ）
心臓ペースメーカー指導管理料
（植込型除細動器移行期加算）

歯科麻酔管理料 高度難聴指導管理料

放射線治療専任加算 アレルギー性鼻炎免疫療法治療管理料

広範囲顎骨支持型装置埋入手術
てんかん指導料
（情報通信機器を用いた場合）

レーザー機器加算
難病外来指導管理料
（情報通信機器を用いた場合）

麻酔管理料（Ⅰ）
皮膚科特定疾患指導管理料
（情報通信機器を用いた場合）

胃瘻造設時嚥下機能評価加算 ＜施設基準を満たしていれば届出の必要がない項目＞

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
（歯科診療に係るものに限る）、
下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）
（歯科診療に係るものに限る）

ウイルス疾患指導料
（情報通信機器を用いた場合）

顎関節人工関節全置換術（歯科）
小児科療養指導料
（情報通信機器を用いた場合）

自己クリオプレシピテート作製術（用手法） 病理診断管理加算２

同種クリオプレシピテート作製術 悪性腫瘍病理組織標本加算

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 口腔病理診断管理加算２
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

内反足手術等

食道切除再建術等

同種腎移植術等

上顎骨悪性腫瘍手術等

バセドウ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉）

母指化手術等

子宮附属器悪性腫瘍手術等
経皮的冠動脈形成術、経皮的冠動脈粥腫切除術及び経皮
的冠動脈ステント留置術

＜手術件数の院内掲示が必要な手術（通則5,6 区分3）＞
胸腔鏡又は腹腔鏡を用いる手術（通則4に掲げる
手術を除く）

上顎骨形成術等

尿道形成手術等 乳児外科対象手術

角膜移植術 ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

肝切除術等
冠動脈及び大動脈バイパス移植術（人工心肺を使用しないも
のを含む。）及び体外循環を要する手術

水頭症手術等
＜手術件数の院内掲示が必要な手術（通則5,6 その他の区
分）＞

鼻副鼻腔悪性腫瘍手術等 人工関節置換術

デングウイルス抗原定性及びデングウイルス抗原・抗体同時
測定定性

経皮的カテーテル心筋焼灼術、肺静脈隔離術

細菌核酸・薬剤耐性遺伝子同時検出 ＜手術件数の院内掲示が必要な手術（通則5,6 区分2）＞

クロストリジオイデス・ディフィシルのトキシンＢ遺伝子検出１ 靭帯断裂形成手術等

遺伝子相同組換え修復欠損検査 黄斑下手術等

染色体構造変異解析 鼓室形成手術等

Ｙ染色体微小欠失検査 肺悪性腫瘍手術等

在宅自己注射指導管理料
（情報通信機器を用いた場合）

胚凍結保存管理料

横隔神経電気刺激装置加算 ＜手術件数の院内掲示が必要な手術（通則5,6 区分1）＞

造血器腫瘍遺伝子検査 頭蓋内腫瘤摘出術等

薬剤総合評価調整管理料
（情報通信機器を用いた場合）

採卵術

連携強化診療情報提供料 体外受精・顕微授精管理料

がんゲノムプロファイリング評価提供料 受精卵・胚培養管理料

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 18

剖検率（％） 3.947

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催し
た症例検討会の開催頻度

剖検症例検討会：年間約10回
臨床症例検討会：年間約170回

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績
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補

委

補

委

補

委

整形外科学

萩原　茂生 整形外科学

説明可能なAIと教師なし学習AIによる脊椎疾患の新しい知見を見
出す試み

牧　聡 整形外科 4,550,000 日本学術振興会

AI（Radiomics）を用いた整形外科疾患の機能予後予測 牧　聡 整形外科 4,290,000 日本学術振興会

3D MR neurographyを用いた低侵襲股関節手術における大腿神
経の解剖学的検討

500,000
公益財団法人整形災害外

科学研究助成財団

非骨傷性頚髄損傷の病態解明 古矢　丈雄 整形外科 2,340,000 日本学術振興会

腰痛患者の選択的体幹サポートを実現する多フレーム型アクティ
ブ装具の開発

折田　純久
整形外科/フロンティア医工

学センター
1,000,000 三井住友海上福祉財団

中村　順一
骨頭圧潰前の特発性大腿骨頭壊死症を対象としたbFGFゼラチン
製剤の医師主導第Ⅲ相治験

8,427,900

子宮頸癌に対するRadiomicsを応用した新規IGBT法の開発 渡辺　未歩 放射線科 1,028,000 日本学術振興会

AIとRadiogenomicsを応用した治療薬選択における癌不均一性の
克服

国立研究開発法人日本医
療研究開発機構

循環器内科 2,000,000 （公財）武田科学振興財団

（公財）ちば県民保健予防
財団

横田　元

中性脂肪蓄積心筋血管症の診療に直結するエビデンス創出研究
宮内　秀行

（研究分担者）
循環器内科 130,000 日本医療研究開発機構

Cardiac Sarcoidosis Multi-Center Randomized Controlled Trial
CHASM- CS RCT/心臓サルコイドーシス患者へのメトトレキサート
投与の有効性と安全性を検証する研究者主導無作為化国際試験

大門　道子 循環器内科 789,100 北海道大学

文部科学省

難治性心血管疾患におけるマルチオミックス解析による病態解明
と精密医療

小林　欣夫
（研究分担者）

循環器内科 325,000 日本医療研究開発機構

文部科学省

植え込み型除細動器の遠隔モニタリングに記録される心房細動は
脳梗塞の予測因子か？

仲野　美代 循環器内科 650,000 文部科学省

拡張現実技術を用いた新方式聴診シミュレータにより最も効果的
な医学教育手法の確立

藤本　善英 循環器内科 390,000

循環器内科 3,380,000 文部科学省

たこつぼ症候群心臓の心移植環境下における機能回復の可能性 加藤　賢 循環器内科 780,000 文部科学省

心臓超音波による局所左室仕事量解析を用いた心臓再同期療法
の効果予測

江口　紀子

房室結節リエントリー性頻拍の不整脈器質の解析 中野　正博 循環器内科 1,430,000 文部科学省

医療データベースを用いた抗がん剤による未知の循環器合併症
の発見と予防法の確立

神田　真人 循環器内科 1,430,000 文部科学省

前立腺癌に対するＭＲ画像誘導即時適応定位放射線治療の臨床
応用を目指す研究

宇野　隆

放射線療法の提供体構築に資する研究 宇野　隆

川崎病性冠動脈瘤に対する新しい血管壁MRイメージング手法の
開発

松本　浩史

放射線科 2,400,000

子宮頸癌ⅠB期-ⅡB期根治手術例における術後放射線治療と術
後化学療法の第Ⅲ相ランダム化比較試験

渡辺　未歩

厚生労働省

日本学術振興会

放射線科

放射線部

1,400,000 日本学術振興会

MR画像誘導即時適応放射線治療中の革新的線量検証システム
の確立

恒田　雅人

日本学術振興会

放射線科
子宮の変位と変形に即時に対応する高磁場MRリニアックによる適
応放射線治療法の開発

宇野　隆

放射線科 1,568,000
Radiomics技術とMR-Linacの多種MRIを応用した予後予測法の開
発

阿部　幸太

863,000 日本学術振興会
CT新技術と正確な線量評価法の開発による新たな小児被ばく低
減指標および手法の確立

服部　真也

921,000

放射線科

子宮頸癌のMR-only simulationを目指した合成CTの新規開発 黒川　茉梨絵

日本学術振興会

放射線科
MRIによる多角的血流情報を用いた卵巣腫瘍悪性リスク・組織型
予測システムの構築

高田　章代

放射線科 100,000

300,000

910,000

放射線科 2,700,000 日本学術振興会

循環器内科

放射線科 50,000 日本医療研究開発機構

放射線科

古典的な心血管リスクを有さない急性心筋梗塞患者における潜在
的危険因子の探索および予防的治療戦略の検討

齋藤　佑一

220,000
国立循環器病研究セン

ター

急性心筋梗塞治療を最適化するシステム確立のための、レジストリ
データを活用した包括的検討

齋藤　佑一

循環器内科 600,000

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

像帽弁形成術における弁輪面積変化率による普遍的な人工弁輪
サイズ決定手法の確立

佐々木　晴香

高中性脂肪血症を合併した冠動脈疾患を対象としたペマフィブ
ラートの冠動脈プラークの退縮に及ぼす影響を検討する無作為化
非盲検群間比較試験

北原　秀喜

日本学術振興会

1,000,000 日本医療研究開発機構

循環器内科 1,430,000

日本学術振興会

（様式第3）
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免疫チェックポイント阻害剤の課題克服を目指した腫瘍特異的T細
胞の解析

猪爪　隆史 皮膚科 文部科学省科学研究費

紫外線ダーモスコピー画像によるメラノーマの病巣範囲の自動決
定法の開発

ﾘｷｯﾄﾞﾊﾞｲｵﾌﾟｼｰに基づく絨毛性腫瘍発症・薬剤耐性の分子機序
解明と臨床応用

碓井　宏和 婦人科・周産期母性科

足関節固定モデルにおける骨癒合促進のための多血小板血漿を
用いた革新的研究

木村　青児 整形外科

AI（Radiomics)を用いた整形外科疾患の機能予後予測

1,700,000 日本学術振興会

Muse細胞投与による革新的骨折治療の開発 渡邉　翔太郎 整形外科 1,400,000 日本学術振興会

牧　聡 整形外科 3,000,000 日本整形外科学会

Deep learning-based radiomics can predict the neurological
prognosis of acute cervical spinal cord injury

牧　聡 整形外科 584,740 AO SPINE

8,300,000 日本学術振興会

アンドロゲン受容体ならびにエピゲノム修飾を標的とした去勢抵抗
性前立腺癌の克服

日本学術振興会4,000,000泌尿器科

免疫チェックポイント分子の同定用サービスに係る症例画像の提
供

川島　秀介

山本　洋輔 皮膚科

大規模レセプトデータ（NDB）を活用した皮膚感染症の治療実態に
関する疫学研究

エピゲノム解析によるMRSAのアウトブレイク株解析と予防法の樹
立

進行期のメラノーマ患者に生じる白斑における浸潤リンパ球の腫
瘍反応性と性質、利用可能性の検証

猪爪　隆史

市川　智彦

抗PD-1抗体への獲得耐性に関わる候補分子CD109とCD276の機
能解析

松澤　高光 皮膚科 1,200,000

早老症モデルマウスを用いた眼老化メカニズムの解明 北村　裕太

1,100,000

外川　八英 皮膚科 1,300,000

1,500,000

宮地　秀明

POEMS症候群治療における眼所見と全身症状の関係に関する研
究

岩瀬　雄仁

黄斑円孔に対する幹細胞由来網膜組織移植後の電子顕微鏡によ
るシナプス解析

秋葉　龍太朗

文部科学省科学研究費

エピゲノム情報に注目した悪性黒色腫の新しい治療標的分子の
解明

文部科学省科学研究費

文部科学省科学研究費

視神経挫滅ラットモデルを用いた多角的アプローチによる視神経
再生戦略の検討

忍足　俊幸

早老症のエビデンス集積を通じて診療の質と患者QOLを向上する
全国研究

忍足　俊幸

電子顕微鏡を用いた黄斑円孔における網膜中心窩回路のリモデリ
ング解析

杜　沛岩 眼科 1,000,000

高血糖モデルにおける眼軸長延長抑制 馬場　隆之

サイトメガロウイルスのマウス眼における線維柱帯構造変化 清水　大輔

山﨑　由里子 皮膚科 1,600,000

鼻副鼻腔原発の粘膜型悪性黒色腫の免疫ゲノム解析および重粒
子線の影響解明

猪爪　隆史 皮膚科 200,000

メラノーマ特異的T細クローンの個細胞解析による次世代がん免疫
療法の開発

200,000 厚生労働省

眼科 1,100,000 文部科学省

皮膚科 2,010,292

800,000

加齢皮膚医学研究基金

プロラクチン受容体解析とエクソーム解析による母乳分泌不全の
原因解明

小林　達也

眼科 1,400,000 文部科学省

眼科 400,000 文部科学省

顆粒球ﾏｸﾛﾌｧｰｼﾞｺﾛﾆｰ刺激因子による妊娠糖尿病予防法の確率 小林　達也

子宮内膜癌における長鎖非ｺｰﾄﾞRNA H19を介した発がんﾒｶﾆｽﾞﾑ
の解明

金子　明夏

眼科 1,100,000 文部科学省

眼科 1,300,000 文部科学省

婦人科・周産期母性科 1,900,000

齊藤　佳子

眼科 1,000,000
公益財団法人高齢者眼疾

患研究財団

カシオ科学振興財団

眼科

公益財団法人日本失明予
防協会

文部科学省科学研究費

猪爪　隆史

血流豊富な妊娠組織遺残を維持する分子機構の分泌性蛋白質ス
クリーニングによる探索

佐藤　明日香

ﾌｧﾙﾏｺｹﾞﾉﾐｸｽによる妊婦ﾐﾈﾗﾙｺﾙﾁｺｲﾄﾞ合成経路と血圧調節作用
の解明

中田　恵美里

子宮腺筋症に対する選択的ﾌﾟﾛｹﾞｽﾃﾛﾝ受容体調節薬の有効性の
検討

卵巣癌における尿中microRNAによる相同組み換え修復経路異常
の予測

母子ﾍﾟｱｹﾞﾉﾑ配列情報に基づく非自己ﾊﾞﾘｱﾝﾄの妊娠ｱｳﾄｶﾑに対
する意義

碓井　宏和 婦人科・周産期母性科 1,400,000 日本学術振興会

楯　真一 婦人科・周産期母性科 1,560,000 日本学術振興会

婦人科・周産期母性科 780,000 日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

婦人科・周産期母性科 280,000 日本学術振興会

婦人科・周産期母性科 日本学術振興会

皮膚科

皮膚科

日本学術振興会

婦人科・周産期母性科 900,000 日本学術振興会

婦人科・周産期母性科 2,080,000

ちば県民保健予防財団

リディオアリリー記念ﾋﾟｱｽ皮
膚科学振興財団

皮膚科 1,250,000 日本白斑学会

卵巣がん予防法開発に向けたｸﾗﾐｼﾞｱ感染例の臨床病理学的特
徴とTP53変異の検索

松岡　歩 婦人科・周産期母性科

3,000,000

1,100,000

2,340,000
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日本川崎病研究センター

100,000

1,000,000

公益財団法人ニッポンハム
食の未来財団

文部科学省

文部科学省

日本医療研究開発機構

日本医療研究開発機構

国立精神・神経医療研究
センター

公益財団法人
成長科学協会

日本川崎病研究センター

小児科

小児科

小児科

2,000,000

1,300,000

780,000

700,000

2,000,000

1,300,000

500,000

小児科

小児科

小児科

小児科

小児科

小児科

COVID-19パンデミック期における川崎病発症と小児感染症に関
する研究

血小板活性化に着目した新しい川崎病診断方法の開発

中野　泰至

塩浜　直

藤井　克則

高谷　具純

奥主　健太郎

網羅的脳MRI解析を用いた巨脳症性疾患の予後予測のための画
像バイオマーカーの探索

ヘッジホッグ異常症の病態解明と効果的阻害薬の同定

microRNA病態に基づいたレット症候群の治療薬開発

遺伝的背景改善による発達障害に対する根治的治療法の基盤技
術開発

精神・神経疾患での脳画像撮像および解析手法の標準化と臨床
応用に関する研究

網羅的MRI解析を用いた思春期早発症－脳構造連関の解明

母乳中micro RNAが食物アレルギー発症に及ぼす影響

医療観察法鑑定入院における付添人と医療者との連携方法とそ
の効果検証に関する研究

文部科学省

文部科学省
精神神経科

こどものこころ診療部

オルガノイド実験系を用いた頭頸部扁平上皮癌における免疫
チェックポイント阻害薬に対する治療抵抗性機序の解明

花澤　豊行

HNSCCにおけるTLSとstem-like T細胞の相互作用の解明 三田　恭義

鼻ポリープに常在する特殊なメモリーT細胞に着目した好酸球性
副鼻腔炎の病態解

米田　理葉

将来の妊娠に備えた精神科薬物療法を臨床現場に実装する研究

シングルセル解析からつなげる舌下免疫療法の作用機序の解明 飯沼　智久

ダニアレルギー性鼻炎の新規診断法と舌下免疫療法の効果に関
するバイオマーカー

新井　智之

鼻副鼻腔原発の粘膜型悪性黒色腫の免疫ゲノム解析および重粒
子線の影響解明

花澤　豊行

塩浜　直

NKT細胞免疫系アプローチを用いたアレルギー性鼻炎に対するワ
クチン療法の開発

米倉　修二

 （研究分担者）

頭頸部扁平上皮癌・スーパーエンハンサー解析に基づく抗癌剤耐
性機構の解明

吉川　直子

塩浜　直

α-galcerシートとNKT細胞免疫系を用いたアレルギー性鼻炎の新
規治療法

補体レクチン経路が尿路結石形成に与える影響の解析 日本学術振興会

耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,560,000 日本学術振興会

耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,300,000 日本学術振興会

間質性膀胱炎の分子生物学的観点からの病態解明 日本学術振興会

がん幹細胞性の解析にもとづく革新的な腎がん薬物治療戦略の
開発

日本学術振興会

耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,430,000 日本学術振興会

耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,950,000 日本学術振興会

泌尿器科

泌尿器科

残尿・排尿機能に注目した尿路上皮癌膀胱内再発の病態解明と
新規予防法の開発

日本学術振興会

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 1,170,000 日本学術振興会

耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,950,000 日本学術振興会

泌尿器科

泌尿器科

日本学術振興会

耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,690,000 日本学術振興会

耳鼻咽喉・頭頸部外科 300,000
特定非営利活動法人

医療・福祉ネットワーク千葉

耳鼻咽喉・頭頸部外科 1,690,000 日本学術振興会

日本学術振興会

910,000

520,000

橋本　佐

椎名　明大

前立腺癌におけるAR依存性を軸としたエピジェネティックな治療
抵抗性獲得機構の解明

前立腺癌の去勢抵抗性増殖を起こすFAK-YAP経路を活性化する
新規GPCRの探索

日本学術振興会

HOXC8を標的とした去勢抵抗性前立腺癌の新規治療法の確立 日本学術振興会

尿路上皮癌治療耐性に関与するスーパーエンハンサーの同定と
マスター遺伝子の探索

網羅的マイクロRNA発現解析による去勢抵抗性前立腺癌・新規治
療標的分子の探索

日本学術振興会

微小環境下の前立腺癌エピゲノム変化に基づく去勢抵抗性獲得
機序の解明

日本学術振興会

泌尿器科

 （研究分担者）

鎌田　修平

若井　健

塩浜　直

 （研究分担者）

栗田　惇也

泌尿器科

泌尿器科

泌尿器科

泌尿器科

ホルモン治療中の前立腺癌再発を早期に検出可能にするバイオ
マーカーの開発

加賀　勘家

泌尿器科

新井　隆之

金坂　学斗

五島　悠介

リキッドバイオプシーを応用したアミノ酸トランスポーター前立腺癌
治療モデル構築

日本学術振興会

前立腺癌AR-V7標的遺伝子の同定を目的とした網羅的エピゲノム
解析

日本学術振興会

坂本　信一

今村　有佑

1,000,000

1,100,000

1,100,000

泌尿器科

泌尿器科

700,000

900,000

1,800,000

600,000

600,000

泌尿器科

こどものこころ診療部

精神神経科

黒住　顕

加藤　繭子

佐藤　広明

佐塚　智和

800,000

800,000

600,000

濱田　洋通

 （研究分担者）

竹内　信善

1,300,000

日本学術振興会

1,100,000

補

補
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全身麻酔中の高炭酸ガス血症維持が術後回復過程と退院時アウ
トカムに与える影響

磯野　史朗 麻酔・疼痛・緩和医療科 1,740,000 日本学術振興会

クロマチンアクセシビリティ解析による口腔癌放射線耐性因子の同
定と新規治療法の開発

齋藤　智昭

文部科学省

筋弛緩拮抗薬投与後の再クラーレ化危険因子とそのメカニズム解
明に関する研究

村松　隆宏

坂口　雄一

非拘束、非接触ベッドセンサー生体情報モニターの小児術後管理
における有用性検討

波照間　友基

呼吸困難感に対するオピオイドを用いた症状緩和プロトコール確
立

田口　奈津子

高流量鼻カニュラ酸素療法による術後上気道閉塞の治療効果の
解明

麻酔・疼痛・緩和医療科 2,240,000
マスク換気困難のメカニズムの解明とマスク人工呼吸法の改善の
研究

雨宮　めぐみ

CRISPRスクリーニング法を用いたセツキシマブ耐性分子機構の解
明

喜田　晶洋

650,000

歯科・顎・口腔外科

口腔癌の抗癌剤耐性を決定するtandem duplicatorの全ゲノム解析 宮本　勲 歯科・顎・口腔外科 文部科学省

歯科・顎・口腔外科 文部科学省

日本学術振興会

麻酔・疼痛・緩和医療科 475,000

日本学術振興会

日本学術振興会

麻酔・疼痛・緩和医療科

心的外傷後ストレス障害に対するイフェンプロジルの有効性と睡眠
の質評価

文部科学省

癌関連collagenを標的とした新たな治療抵抗性の克服を目指す日
米共同研究

鵜澤　一弘 歯科・顎・口腔外科 文部科学省7,150,000

椎名　明大

こどものこころ診療部

オキシトシン-GABAパスウェイに着目した最難治統合失調症の病
態解析

文部科学省

スーパーエンハンサーを標的とした口腔癌薬剤耐性機構の解明
による治療法開発

鵜澤　一弘 歯科・顎・口腔外科 文部科学省5,590,000

こどものこころ診療部

こどものこころ診療部

精神神経科

癌抑制型人工合成環状RNAによる癌進展抑制メカニズムの解明と
創薬の開発

笠松　厚志 歯科・顎・口腔外科 文部科学省5,980,000

こどものこころ診療部

こどものこころ診療部

精神神経科

精神神経科

精神神経科

こどものこころ診療部

文部科学省1,300,000

精神神経科

文部科学省1,430,000

LH2-Colをターゲットとする免疫チェックポイント耐性克服療法の開
発

中嶋　大 歯科・顎・口腔外科

金原　信久

文部科学省1,170,000

文部科学省1,430,000

CRISPR/Cas9ノックアウトスクリーニングによる放射線耐性メカニズ
ムの同定

伊豫田　学 歯科・顎・口腔外科

1,560,000

文部科学省

文部科学省

文部科学省1,430,000

血小板活性化因子受容体PAFRを介した抗癌剤に対する新規効
果増強療法の開発

小山　知芳 歯科・顎・口腔外科

1,430,000

文部科学省

650,000

口腔癌患者由来・癌関連線維芽細胞、機能性RNA解析に基づく
治療標的分子の 探索

駒　綾香 歯科・顎・口腔外科

Heterogeneityに着目した口腔癌抗癌剤耐性機構の解明と制御薬
の開発

患者レジストリを二次利用した潜在的患者ニーズの自動抽出方法
の検討

統合失調症の自閉症的特性／オキシトシン／バソプレシンに着目
した治療反応性の検討

被虐待歴を持つ妊婦のオキシトシン系システムの検討

坂本　洋右 歯科・顎・口腔外科

2,470,000

2,730,000

2,080,000

2,080,000

1,170,000

1,300,000

抗精神病薬により薬剤耐性の予防法およびドパミン過感受性精神
病解除法の探索

文部科学省

N-メチル-D-アスパラギン酸受容体作動薬による治療抵抗性統合
失調症治療の再検討

文部科学省

気分障害患者のライフイベントに関連した心理的苦悩症状のため
の尺度開発

文部科学省

1,040,000

1,300,000

仲田　祐介

摂食障害に対する標準的な治療方法 心理的アプローチと身体的
アプローチとその研修方法の開発及び普及に資する研究

厚生労働省

800,000

700,000

小田　靖典

木村　大

退院後の地域生活を見据えた切れ目ない診療モデルの普及と地
域生活支援体制の構築に向けた研究

厚生労働省

精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築を推進する
政策研究

厚生労働省

治療抵抗性統合失調症薬の安全性の検証による望ましい普及と
体制構築に向けた研究

厚生労働省

10,800,000

300,000

佐々木　剛

佐々木　剛

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に対するフルボキサミンの
重症化予防効果に関する医師主導治験（FLVOCCOstudy）

AMED

自殺ポリジェニックリスクスコアを用いた精神疾患患者の自殺リスク
予測に関する研究開発

AMED

222,227,000

400,000

新津　富央

精神神経科

こどものこころ診療部

精神疾患レジストリの利活用による治療効果、転帰予測、新たな層
別化に関する研究/血液由来試料の解析と縦断データに基づく、
こどもの発達障害と気分障害の治療効果及び予後に関する層別
化

AMED

千葉県子どもの心の診療ネットワーク事業 千葉県

2,210,000

7,790,000

佐々木　剛

佐藤　愛子

伊豫　雅臣

佐々木　剛

橘　真澄

精神神経科

精神神経科

 （研究分担者） こどものこころ診療部

 （研究分担者） こどものこころ診療部

新津　富央 精神神経科

麻酔・疼痛・緩和医療科 2,000,000 日本学術振興会

麻酔・疼痛・緩和医療科

 （研究分担者）

 （研究分担者） こどものこころ診療部

こどものこころ診療部

橘　真澄 精神神経科

精神神経科

こどものこころ診療部

精神神経科

日本学術振興会

新津　富央 精神神経科

 （研究分担者） こどものこころ診療部

こどものこころ診療部

精神神経科

160,000

こどものこころ診療部

精神神経科

精神神経科

こどものこころ診療部

補
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補

補
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補
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補

補

補

補

補

補
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日本学術振興会

ウイルス感染症後遺症による神経炎症の分子機構の解明 神　久予 麻酔・疼痛・緩和医療科 2,100,000 日本学術振興会

日本学術振興会

咽頭浮腫と喉頭浮腫を区別可能なカフリークテスト（CLP）の開発と
臨床応用

山田　高之 麻酔・疼痛・緩和医療科 2,100,000 日本学術振興会

術前経胸壁心臓超音波検査による麻酔導入時低血圧予測及び予
防法の確立

多羅尾　健太郎 麻酔・疼痛・緩和医療科 660,000

1,100,000 日本学術振興会

看護師が成す癌死72時間前の予測に関する非接触非拘束型生
体情報モニターによる解析

麻酔・疼痛・緩和医療科 500,000 日本学術振興会
（研究分担者）

スガマデクス投与による声門狭窄発生のメカニズム：ランダム化比
較試験

石橋　克彦

ウイルス-人体相互作用ネットワークの理解と制御 鈴木　拓児

患者レジストリJapan PH Registryを活用した肺動脈性肺高血圧症
のアンメットメディカルニーズに対するエビデンス創出研究

重田　文子

患者レジストリJapan PH Registryを活用した肺動脈性肺高血圧症
のアンメットメディカルニーズに対するエビデンス創出研究

巽　浩一郎

レジストリを活用した慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対するエドキサ
バンの適応拡大のための第Ⅲ相医師主導治験

巽　浩一郎

気道組織における病的リモデリング(線維化)機構の解明と病態制
御治療戦略の基盤構築

川崎　剛

気道組織における病的リモデリング(線維化)機構の解明と病態制
御治療戦略の基盤構築

安静時fMRIを用いた脳腫瘍患者の脳内ネットワークの機能的結合
の解析

廣野　誠一郎

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究 巽　浩一郎

高悪性度神経内分泌肺癌切除例に対する術後補助化学療法の
標準治療確立のための研究

吉野　一郎

ロングリード次世代シーケンサーを用いた髄液リキッドバイオプ
シーの確立と臨床応用

足立　明彦

呼吸器外科 637,000 日本医療研究開発機構

日本学術振興会

LOCI法を用いた新規グリオーマ血清診断自己抗体マーカーの確
立

松谷　智郎

成⼈固形がんに対する標準治療確⼈のための基盤研究 吉野　一郎 呼吸器外科 300,000

新プロテオミクス解析から捉える下垂体腫瘍における遺伝子型‐表
現型連関の解明

堀口　健太郎

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究 鈴木　拓児 呼吸器内科 100,000

脳梗塞に対する血清抗体マーカーによる発症予測と病型診断 吉田　陽一

抗線維化薬による肺移植後慢性移植肺機能不全の予防 山中 崇寛

経頭蓋電気刺激による脳神経疾患での姿勢制御異常に対する新
規治療開発

樋口　佳則

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究 田邉　信宏 呼吸器内科 100,000

脳神経外科

1,340,000

1,800,000

脳神経外科

100,000 厚生労働省

脳神経外科

呼吸器内科 5,900,000 厚生労働省

厚生労働省

日本学術振興会

2,100,000

厚生労働省

脳神経外科 日本学術振興会500,000

国⼈がん研究センター研究
開発費

呼吸器外科 400,000
令和4年度ちば県民保健予

防基金助成金

厚生労働省

ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ端末を用いた患者のADL客観的評価を慢性疼痛治療指
標とする試み

髙井　啓有

脳神経外科 日本学術振興会

脳神経外科 日本学術振興会

900,000

1,370,000

麻酔・疼痛・緩和医療科

日本医療研究開発機構

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究 杉浦　寿彦 呼吸器内科 100,000 厚生労働省

田口　奈津子

日本学術振興会

呼吸器内科 3,150,000

1,400,000

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究 寺田　二郎 呼吸器内科 100,000

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査研究 坂尾　誠一郎 呼吸器内科

薬剤性間質性肺炎・重症薬疹に関するバイオマーカー候補の適
格性確認と規制要件案の作成に関する研究

安部　光洋 呼吸器内科 350,000 日本医療研究開発機構

薬剤性間質性肺炎・重症薬疹に関するバイオマーカー候補の適
格性確認と規制要件案の作成に関する研究

巽　浩一郎

5,000,000 日本医療研究開発機構

慢性血栓塞栓性肺高血圧症における肺動脈バルーン形成術の医
療の質評価及びフィードバックシステムを構築する社会実装研究

巽　浩一郎 呼吸器内科 100,000 日本医療研究開発機構

日本医療研究開発機構

新型コロナウイルス感染症で血管炎を誘導する新たな病的免疫細
胞集団の同定と病態形成機構の解明

鈴木　拓児 呼吸器内科 2,000,000 日本医療研究開発機構

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に対するフルボキサミンの
重症化予防効果に関する医師主導治験（FLVOCCO study）

鈴木　拓児 呼吸器内科 5,000,000

ワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点群　千葉シ
ナジーキャンパス（千葉大学　未来粘膜ワクチン研究開発シナ
ジー拠点）

鈴木　拓児 呼吸器内科

呼吸器内科 1,400,000 日本医療研究開発機構

鈴木　拓児 呼吸器内科 3,500,000 日本医療研究開発機構

呼吸器内科 500,000 日本医療研究開発機構

呼吸器内科 400,000 日本医療研究開発機構

呼吸器内科 1,000,000 日本医療研究開発機構

呼吸器内科 2,000,000
国立研究開発法人科学技

術振興機構

麻酔・疼痛・緩和医療科
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300,000 厚生労働省

Long-read sequenceによるヒルシュスプルング病の包括的遺伝子
解析

照井　慶太 小児外科 800,000 日本医療研究開発機構

荒木　信之

日本学術振興会
運動ニューロン疾患における神経興奮性検査を用いた新規治療
薬開発

澁谷　和幹

標的抗原細胞外領域とIgG1Fc融合タンパク質による自己抗体病
の革新的治療法開発

森　雅裕

エクソソームmiRNAを用いた多発性硬化症の血液脳関門破綻バイ
オマーカーの開発

枡田　大生

プロテオーム解析を用いた特発性後天性全身性無汗症の標的抗
原の網羅的解析

神経芽腫による抗腫瘍免疫抑制機序を応用した新規免疫療法の
開発

吉澤　比呂子

脳神経内科 2,000,000

POEMS症候群におけるサイトカインプロファイル解析と臓器特異的
治療点の探索

水地　智基

脳神経内科 800,000

膵・胆管合流異常を背景とする胆管癌発生の分子機構解明
菱木　知郎

900,000 日本学術振興会

小児短腸症候群患者の腸管順応における腸内細菌
叢がもたらす役割の解明

川口　雄之亮

末梢神経軸索興奮性、脳機能画像による神経障害性疼痛の病態
解明と個別化治療の確立

桑原　聡

インドシアニングリーン修飾リポソームを用いた小児肝がん新規治
療法の確立

小松　秀吾

脳神経内科 3,000,000 日本学術振興会

脳神経内科 1,000,000 日本学術振興会

日本学術振興会

脳神経内科

脳神経内科 2,000,000 日本学術振興会

神経芽腫難治微小病変の可視化とセラノスティクスによる新規治療
開発

照井　慶太

神経芽腫難治微小病変の可視化とセラノスティクスによる新規治療
開発

神経芽腫難治微小病変の可視化とセラノスティクスによる新規治療
開発

菱木　知郎

川田　奈緒子

日本学術振興会
急性肺障害における骨髄由来間葉系幹細胞エクソソームの治療
応用可能性の検討

内藤　亮

小児外科 50,000 日本医療研究開発機構

呼吸器系先天異常疾患の診療体制構築とデータベースおよび診
療ガイドラインに基づいた医療水準向上に関する研究

照井　慶太 小児外科

日本医療研究開発機構

小児外科 1,100,000 日本医療研究開発機構

CD26/DPP-4を標的とした肺線維症の新規治療戦略確立に向け
た分子基盤の解明

川﨑　剛

小児外科 50,000 日本医療研究開発機構

小松　秀吾

fibroblastic fociの細胞起源解明による革新的線維化抑制治療の
開発

坂尾　誠一郎

小児外科 1,800,000 日本医療研究開発機構

小児外科 1,200,000 日本医療研究開発機構

呼吸器疾患予後予測システムの開発　新型コロナウイルス感染症
から慢性進行性疾患まで

1,400,000

KRAS変異肺がん細胞における複数のがん抑制遺伝子の変異併
存時の治療標的探索

下村　巌

小児外科 1,200,000 日本医療研究開発機構

呼吸器内科

好中球NETsに着目した慢性閉塞性肺疾患の病態解明 伊狩　潤

「咳嗽・喀痰の診療ガイドライン2019」喀痰総論の改訂に向けたエ
ビデンスの構築

寺田　二郎

重城　喬行

腸内細菌叢の変容が肺高血圧症の病態に関与する機序の解明と
臨床応用のシーズ探索

田邉　信宏

重症肺高血圧症モデルマウスにおける内皮血球転換と肺血管リモ
デリング機構の解明

関根　亜由美

2,200,000 日本学術振興会

腸内細菌叢の変容が肺高血圧症の病態に関与する機序の解明と
臨床応用のシーズ探索

慢性閉塞性肺疾患における呼気ガス分析を用いた診断システム
の探索

川田　奈緒子

臨床実習中の学習者に自発的行動を促す新しい対面指導法の開
発に関する研究

笠井　大

肺動脈性肺高血圧症における組織常在マクロファージの役割と治
療応用

重田　文子

自己抗体マーカーによる睡眠時無呼吸症候群の脳梗塞・心筋梗
塞発症予測とモニタリング

寺田　二郎

CTEPH血管リモデリングの病態解明から新規治療へ；血管内皮細
胞に着眼して

須田　理香

異常ミトコンドリアが紡ぐ抗腫瘍免疫応答の本態解明 池田　英樹

肺の恒常性維持・生体防御・組織修復を標的とした難治性呼吸器
疾患治療法の開発と応用

鈴木　拓児

GM-CSF吸入療法の新たな効能：肺胞/間質性マクロファージのバ
ランスへの介入

鈴木　拓児

呼吸器内科 1,600,000 日本学術振興会

日本学術振興会

日本学術振興会

呼吸器内科 50,000 日本学術振興会

呼吸器内科 4,300,000

日本学術振興会

呼吸器内科 900,000 日本学術振興会

呼吸器内科 800,000

日本学術振興会

呼吸器内科 700,000 日本学術振興会

呼吸器内科 200,000

日本学術振興会

呼吸器内科 40,000 日本学術振興会

呼吸器内科 800,000

日本学術振興会

呼吸器内科 600,000 日本学術振興会

呼吸器内科 350,000

1,200,000 日本学術振興会

呼吸器内科 350,000 日本学術振興会

呼吸器内科

呼吸器内科 100,000

1,200,000

日本学術振興会

呼吸器内科

呼吸器内科 1,600,000 日本学術振興会

呼吸器内科

小児外科 50,000
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冷却刺激誘導ベージュ(beige)脂肪細胞を用いた新しい脂肪移植
法の確立

三川　信之

リンパ管内皮細胞の再生と誘導による革新的皮膚抗老化治療の
開発

秋田　新介

AI救急予測アルゴリズムの実用化を目指した検証の研究開発 大島　拓

ICTとAIを活用した患者の病院間搬送支援システムの構築研究 中田　孝明

CRT測定条件の標準化と臨床的有用性の確立および高精度CRT
測定装置の開発

齋藤　大輝

重症急性膵炎におけるCD 69-Myl9/12システムの関与について 大村　拓

敗血症性DICにおけるCD69-Myl9/12システムの関与 宮内　清司

Mitigation of the cytokine storm with blood purification induced by
the ische mia-reperfusion injury: A novel treatment for REBOA
complications

林　洋輔

急性腸間膜虚血における新規biomarkerの開発・検証 柄澤　智史

網羅的タンパク質解析を用いた心停止/心停止後症候群に関わる
新規物質の発見

今枝　太郎

敗血症におけるIL-22関連蛋白の腸管恒常性破綻への関与とその
制御

大網　毅彦

脂肪細胞における脂質受容体を介した病原脂質の解毒に関する
研究

島田　忠長

先進的ゲノム網羅解析統合による敗血症遺伝子多型研究の新展
開

中田　孝明

A novel treatment for REBOA complications: Hydrogen gas
inhalation therapy to allevi ate oxidative stress due to ischemia-
reperfusion injury

松村　洋輔 日本学術振興会

敗血症における細胞外マトリックスタンパク質の機能解明と革新的
治療の創出

栗田　健郎

血液脳関門に着目した進行型多発性硬化症病態解明へ向けた革
新的動物モデル確立

枡田　大生

救急科・集中治療部 900,000

多施設連携プラットフォーム（MABB）を基盤にした各種認知症性
疾患に対する日本発の包括的な診断・層別化バイオマーカーシス
テムの確立

平野　成樹

救急科・集中治療部 400,000 日本学術振興会

日本学術振興会

血液脳関門破綻を可視化する革新的プロトコル開発 枡田　大生

救急科・集中治療部 4,100,000

救急科・集中治療部 1,400,000 日本学術振興会

救急科・集中治療部 4,400,000 日本学術振興会

運動失調症の治療法開発を見据えた病型別前向き自然歴・バイ
オマーカーの確立

桑原　聡

救急科・集中治療部 1,200,000 日本学術振興会

救急科・集中治療部 1,700,000 日本学術振興会

長期寛解を目指した革新的重症筋無力症治療薬の開発 桑原　聡

救急科・集中治療部 1,200,000 日本学術振興会

救急科・集中治療部 1,000,000 日本学術振興会

日本学術振興会

自己免疫性自律神経障害の全国調査、診断基準策定、国際的な
総意形成

鵜沢　顕之 脳神経内科 100,000

救急科・集中治療部 1,100,000 日本学術振興会

新規発見ノド抗原に基づいたノド抗体陽性慢性炎症性脱髄性多
発神経炎/中枢末梢連合脱髄症の診断基準・診療ガイドライン作
成のためのエビデンスの創出とバイオバンク・レジストリ構築

桑原　聡

厚生労働科学研究費

神経免疫疾患のエビデンスに基づく診断基準・重症度分類・ガイド
ラインの妥当性と患者QOLの検証

救急科・集中治療部 1,100,000

桑原　聡

救急科・集中治療部 1,320,000 日本医療研究開発機構

形成・美容外科 1,000,000 日本学術振興会

厚生労働省

救急科・集中治療部 3,300,000

ヒト脳マイクロパソフィジオロジカルシステムズ：脳疾患の生体模倣
と創薬研究への応用

枡田　大生

形成・美容外科 3,100,000 日本学術振興会

800,000 厚生労働省

厚生労働省

日本医療研究開発機構

脳神経内科 6,860,000

疾患レジストリ・バイオバンクを用いたCIDPの遺伝子バイオマー
カーの確立

青墳　佑弥

神経免疫疾患のエビデンスに基づく診断基準・重症度分類・ガイド
ラインの妥当性と患者QOLの検証

三澤　園子 脳神経内科

シングルセルRNA解析を用いた重症筋無力症の分子病態解明 赤嶺　博行

ギラン・バレー症候群における補体プロファイルの網羅的解析によ
る個別化治療の開発

中村　圭吾

臨床実習中の学習者に自発的行動を促す新しい対面指導法の開
発に関する研究

杉山　淳比古

PETを用いた認知症脳病態の多様性評価に基づく新規診断・治療
戦略確立に関する研究

平野　成樹

脳神経内科 40,000 日本学術振興会

日本学術振興会

脳神経内科 1,000,000 日本学術振興会

脳神経内科 30,000 日本学術振興会

脳神経内科 400,000 厚生労働省

脳神経内科 500,000 日本学術振興会

脳神経内科 2,000,000

運動失調症の医療水準，患者のQOLの向上に資する研究班 桑原　聡 脳神経内科 700,000 厚生労働省

脳神経内科 300,000 日本学術振興会

神経免疫疾患のエビデンスに基づく診断基準・重症度分類・ガイド
ラインの妥当性と患者QOLの検証

鵜沢　顕之

神経変性疾患領域の基盤的調査研究 桑原　聡 脳神経内科 900,000

脳神経内科 500,000 日本医療研究開発機構

脳神経内科 3,556,000 日本医療研究開発機構

脳神経内科 3,700,000 日本医療研究開発機構

脳神経内科 1,800,000
公益財団法人

高橋産業経済研究財団

厚生労働省

脳神経内科 350,000

脳神経内科 2,000,000
公益財団法人

武田科学振興財団
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潰瘍性大腸炎に対するTXI（Texture and Color Enhancement
Imaging）観察による重症度および再燃リスク評価における有用性
の検討

對田　尚

膵癌患者由来検体を用いたゲノム・トランスクリプトーム解析に基づ
く膵癌早期診断法の確立

大山　広

十二指腸腫瘍の病理/遺伝学的なrisk層別化を目指した新規術前
内視鏡診断法の確立

沖元　謙一郎

ゲノム異常に着目した食道扁平上皮癌の革新的な診断・治療法の
開発

明杖　直樹

ゲノム解析による膵・胆管合流異常の進化系統学的発癌機序の解
明

高橋　幸治

病原性ヘルパーT細胞を中心とした好酸球性食道炎と食道アカラ
シアの病態解明

金子　達哉

腸肝相関に着目した非アルコール性脂肪性肝疾患由来肝癌の腫
瘍免疫制御法の創出

佐久間　崇文

膵癌における細菌叢および真菌叢の検討 山田　俊儒

内視鏡医学研究振興財団

武田科学振興財団

ネオ抗原の質的評価を通じた抗腫瘍免疫応答の解明 石野　貴雅

肝細胞癌の背景肝に蓄積したT細胞の腫瘍抗原認識に着目した
機能解析

小笠原　定久

細胞診アーカイブスのゲノム情報；最難治癌に対する精密医療を
目指して

大山　広

消化器内科 400,000

バレット食道の発癌リスクの層別化を目指した内視鏡的生検組織
の多面的検討

徳長　鎮

社会実装可能な人工知能を用いた画期的大腸癌深達度診断シス
テムの開発

松村　倫明

日本学術振興会

日本学術振興会

FGF19・FGFR4シグナル阻害による肝癌分子標的薬の新規治療
戦略

神﨑　洋彰

消化器内科 1,100,000

消化器内科 500,000

allograftマウスモデルによる肝細胞癌の癌免疫逃避機構の解明 千葉　哲博 日本学術振興会

日本学術振興会

高ずり応力を伴う循環器疾患に随伴する消化管血管異形成の形
成・消退の実態解明

加藤直也

消化器内科 400,000

消化器内科 1,100,000

患者中心性視点からのかかりつけ医の質と受療行動に関する調査
研究

日本学術振興会⼈

（研究分担者）

臨床実習中の学習者に自発的行動を促す新しい対面指導法の開
発に関する研究

日本学術振興会⼈

消化器内科 200,000 日本医療研究開発機構

塚本　知子

インターフェロンフリー治療がC型肝硬変患者の予後を含めたアウ
トカムに与える影響を明らかにする研究

1,430,000 日本学術振興会

学術誌抄録から学習した疾患名の分散表現は疾患同士の距離を
表現しうるか

日本学術振興会⼈

消化器内科 200,000 日本医療研究開発機構

加藤直也

消化器内科 800,000

日本学術振興会⼈

消化器内科 390,000 日本学術振興会

機械学習を用いた医学生におけるアンプロフェッショナルリズムな
行動に関する予測モデル

日本学術振興会⼈

消化器内科 1,500,000 日本学術振興会

消化器内科

日本学術振興会

（研究分担者）

鋪野　紀好

JAMEP基本的臨床推論能力評価試験（GM-ITE：General
Medicine In-Training Examination）質向上についての研究

日本学術振興会⼈

消化器内科 1,560,000 日本学術振興会

（研究分担者）

寝たきり度を用いた院内転倒予測モデルの多様な医療機関での
検証と実用化に関する研究

鋪野　紀好

国民、医師を対象とした総合診療専門医に関するニーズ調査 日本学術振興会⼈

消化器内科 2,600,000 日本学術振興会

生坂　政臣

（研究分担者）

鋪野　紀好

Post-CC OSCEを国家試験化するにあたっての妥当性・信頼性・
公平性等の検証に関する研究

日本学術振興会

腫瘍内科 390,000 日本学術振興会

腫瘍内科 1,560,000 日本学術振興会

厚生労働省

消化器内科 800,000

千葉県

消化器内科 300,000 日本対がん協会

薬剤耐性糸状菌真菌症の制御にむけた検査薬・治療薬の研究開
発

渡邉　哲

2,604,000総合診療科上原　孝紀

診療録データに基づく医療面接の構造化及びモデル化に関する
研究

集団機能ゲノミクスによる病原真菌の適応機構の解明と遺伝子を
標的とした新規治療法の開発

渡邉　哲

500,000

6,000

1,100,000

総合診療科

総合診療科

総合診療科

野田　和敬

令和4年度千葉県新型コロナウイルスワクチン接種技の副反応に
係る専門的な医療関連運営業務受託

石和田　稔彦

6,500,000

18,630,000

4,420,000

1,300,000

総合診療科

総合診療科

総合診療科

総合診療科

（研究分担者）

人工呼吸器関連肺炎の予防に対する排痰補助装置の集中治療
領域への応用

黒岩　良太

4,680,000

52,000

総合診療科

総合診療科
（総合医療教育研修セン

ター）

鋪野　紀好

池上　亜希子

横川　大樹

ハイリスク患者に対する肺炎球菌ワクチンの理想的な接種プログラ
ムの確立

脳腫瘍のリハビリテーションの確立に向けた術後機能予後および
QOL規定要因の解明

平野潤

慢性創傷における血小板・マクロファージの相互作用の解析と細
胞治療への応用

小坂　健太朗

リハビリテーション部 3,380,000
文部科学省

日本学術振興会

リハビリテーション部 3,640,000 日本学術振興会

感染症内科
真菌医学研究センター

3,400,000 文部科学省

感染症内科
真菌医学研究センター

3,000,000 AMED

感染症内科
真菌医学研究センター

6,000,000
AMED

宮崎大学

形成・美容外科 1,200,000 日本学術振興会
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日本学術振興会

ポドサイトにおけるユビキチン・プロテアソームで発現調整を受ける
分子の網羅的解析

日本学術振興会

1,100,000

700,000

辰元　為仁

牧野　慎市

日本学術振興会

腎糸球体足細胞(ポドサイト)に特異的に発現するスリット膜関連蛋
白:Dendrinのタンパク機能解析と慢性腎臓病(CKD)治療薬の創出

藤井節郎記念大阪基礎医
学研究奨励会

1,800,000

2,000,000

若林　華恵

淺沼　克彦 腎臓内科

透析患者の免疫能低下における腸内細菌叢変化の寄与

遺伝性血管性浮腫における急性浮腫発作出現時のブラジキニン
受容体動態解析のための研究

藤井節郎記念大阪基礎医
学研究奨励会

腎臓の糸球体上皮細胞における、ユビキチン・プロテアソーム系の
役割の検討

藤井節郎記念大阪基礎医
学研究奨励会

2,000,000

2,000,000

本田　大介

牧野　慎市

堺田　惠美子 血液内科

形質細胞シングルセルRNAシークエンスによるALアミロイドーシス
網羅的遺伝子解析

竹田　勇輔

自然免疫シグナル経路を介した造血器腫瘍制御機構の統合的解
明と治療応用

武藤　朋也

塚本　祥吉

三村　尚也

腎臓内科

腎臓内科

腎臓内科

自然免疫シグナルから迫る造血器腫瘍の分子病態 武藤　朋也

ポドサイト障害抑制因子の探索と慢性腎臓病治療薬開発の試み

輸血・細胞療法部

血液内科

POEMS症候群の発症機構の解明と治療戦略の確立

POEMS症候群における微小クローン同定による診断治療戦略の
確立

堺田　惠美子

腎臓内科

腎臓内科

ウイルス感染に対する自然免疫系 中島　裕史 アレルギー・膠原病内科

血液内科

poems症候群患者血小板および骨髄間質細胞遺伝子発現解析

成熟B細胞腫瘍モデルマウスによる腫瘍免疫逃避機構の解明と新
規治療開発

1,100,000 日本学術振興会

血液内科 1,000,000 日本学術振興会

炎症性腸疾患に合併する原発性硬化症胆管炎の早期診断法の
開発および病態解明

對田　尚

血液内科 1,100,000 日本学術振興会

日本医療研究開発機構

3,500,000 日本学術振興会

血液内科 1,713,800 日本学術振興会

本邦における初発急性前骨髄球性白血病に対するATRA・TAO併
用分化誘導療法の確立

堺田　惠美子 血液内科 300,000

2,000,000 日本血液学会

34,290,059
国立研究開発法人科学技

術振興機構

110,170 日本学術振興会

日本学術振興会

濾胞性制御性T細胞分化誘導による新規SLE治療法確立のため
の基礎的検討

鈴木　浩太郎 アレルギー・膠原病内科 1,497,725 日本学術振興会

気道リモデリング修復による新規喘息治療戦略の確立 中島　裕史 アレルギー・膠原病内科 3,900,000

日本学術振興会

アレルギー性気道炎症における侵害刺激受容体TRPV2の役割 前澤　裕子 アレルギー・膠原病内科 1,095,636 日本学術振興会

アレルギー性気道炎症局所における制御性T細胞の機能維持機
構の解明

須藤　明 アレルギー・膠原病内科 1,122,119

罹患組織の単細胞RNAシーケンス解析を起点としたIgG4関連疾
患の病態の解明

池田　啓 アレルギー・膠原病内科 1,774,102 日本学術振興会

喘息の気道上皮細胞における"炎症記憶"に関する研究 横田　雅也 アレルギー・膠原病内科 1,387,435 日本学術振興会

Fizzled受容体シグナルによるアレルギー性気道炎症の誘導機構
の解明とその制御

岩田　有史 アレルギー・膠原病内科 886,899 日本学術振興会

難治性血管炎の医療水準・患者QOL向上に資する研究 古田　俊介 アレルギー・膠原病内科 200,000 厚生労働省

マンノース受容体陽性マクロファージを標的にした大血管炎治療
への挑戦

古田　俊介 アレルギー・膠原病内科 1,000,000 日本学術振興会

I型インターフェロンによる自己反応性B細胞活性化及びループス
腎炎発症機構の解明

岩本　太郎 アレルギー・膠原病内科 1,777,884 日本学術振興会

関節リウマチの病態形成におけるFGFR1陽性CD4陽性T細胞の役
割の解明

田中　繁 アレルギー・膠原病内科 1,777,450 日本学術振興会

新規免疫異常症原因遺伝子SBNO2の活性制御分子メカニズムの
解析

目黒　和行 アレルギー・膠原病内科 1,100,000 日本学術振興会

気道上皮細胞の炎症記憶への介入による新規気道炎症制御法の
確立

影山　貴弘 アレルギー・膠原病内科 1,600,000 日本学術振興会

関節リウマチにおけるCXCL13産生CD4陽性T細胞の役割と分化
制御機構の解明

須賀　謙介 アレルギー・膠原病内科 1,800,000 日本学術振興会

消化器内科 1,000,000 土屋文化振興財団

横手  幸太郎
3,100,000 日本医療研究開発機構

（研究分担者）

66,000,000 日本医療研究開発機構

大規模疾患コホート・アカデミア連携を基盤とするオミックス解析・
サーベイランス体制の整備による新興感染症重症化リスク因子の
探索

糖尿病・代謝・内分泌内科

健康長寿の促進に向けた新規老化関連因子の探索と老化予測シ
ステムの開発

横手　幸太郎 糖尿病・代謝・内分泌内科 9,997,000 日本医療研究開発機構

早老症疾患特異的iPS細胞を用いた老化促進メカニズムの解明を
目指す研究

横手　幸太郎 糖尿病・代謝・内分泌内科
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原発性脂質異常症に関する調査研究

糖尿病・代謝・内分泌内科

フレイル高齢者のレジストリ研究及びロコモ、サルコペニアを含め
た病態解明及び予防介入法の確立を目指した臨床ならびに関連
研究

横手　幸太郎

食道扁平上皮癌における長寿遺伝子サーチュインの生物学的意
義解明と革新的治療の開発

大塚　亮太 食道・胃腸外科 1,430,000 日本学術振興会

食道扁平上皮癌におけるFra-1による低酸素誘導因子カスケード
制御機構の解析

豊住　武司 食道・胃腸外科 1,170,000 日本学術振興会

胃癌腹膜播種に対する癌由来エクソソームを用いた革新的個別化
治療の開発

松本　泰典 食道・胃腸外科 1,950,000 日本学術振興会

糖尿病・代謝・内分泌内科 600,000
国立長寿医療研究セン

ター

家族性 LCAT 欠損症を対象とした LCAT-GMAC 治療実用化に
向けた医師主導治験

横手  幸太郎 糖尿病・代謝・内分泌内科 60,811,400 日本医療研究開発機構

2,000,000 日本医療研究開発機構

早老症ウェルナー症候群の革新的治療開発 横手　幸太郎 糖尿病・代謝・内分泌内科 22,366,500 日本医療研究開発機構

（研究分担者）

横手　幸太郎生活習慣病予防のための行動変容継続を実現するための指標に
関する研究

4種のFoxOのインスリン抵抗性および寿命延長作用における役割
の解明

小野　啓 糖尿病・代謝・内分泌内科 1,300,000 日本学術振興会

多層的モデルの解析に基づく老化と関連疾患の分子病態解明 横手  幸太郎 糖尿病・代謝・内分泌内科 8,100,000 日本学術振興会

糖尿病・代謝・内分泌内科 4,300,000 日本学術振興会

糖尿病の血管合併症におけるPericyte老化の役割の解明 前澤　善朗 糖尿病・代謝・内分泌内科 3,600,000 日本学術振興会

老化モデル疾患を対象としたNAD前駆体による革新的治療および
老化抑制機序の検討

横手　幸太郎

糖尿病・代謝・内分泌内科 200,000 厚生労働省

原発性脂質異常症に関する調査研究 小倉　正恒 糖尿病・代謝・内分泌内科 200,000 厚生労働省

横手  幸太郎

糖尿病・代謝・内分泌内科 5,170,000 厚生労働省

指定難病の普及・啓発に向けた包括的研究 横手　幸太郎 糖尿病・代謝・内分泌内科 1,250,000 厚生労働省

早老症のエビデンス集積を通じて診療の質と患者QOLを向上する
全国研究

横手　幸太郎

糖尿病・代謝・内分泌内科 500,000 日本学術振興会

AKAP13を用いた骨代謝調節機構の解明 小出　尚史 糖尿病・代謝・内分泌内科 200,000 日本学術振興会

治療用ナノ粒子の創製：リポタンパク質の構造と機能に着目した眼
難治疾患治療戦略

小倉　正恒

糖尿病・代謝・内分泌内科 500,000 日本学術振興会

低HDL血症に対する冠動脈疾患克服の新戦略：家族性高コレス
テロール血症での検討

小倉　正恒 糖尿病・代謝・内分泌内科 169,000 日本学術振興会

治療抵抗性の冠動脈粥腫内石灰化形成におけるプロテアーゼ
PCSK7の意義解明研究

小倉　正恒

糖尿病・代謝・内分泌内科 1,700,000 日本学術振興会

早老症Werner症候群患者検体を用いた老化に伴うインスリン抵抗
性の機序解明

木下　大輔 糖尿病・代謝・内分泌内科 700,000 日本学術振興会

加齢や生活習慣による腎障害の病態解明に資する危険因子、生
体マーカーの包括的検討

越坂　理也

糖尿病・代謝・内分泌内科 1,913,477 日本学術振興会

AKAP13を用いたグルココルチコイドの新たな骨代謝調節機構の
解明

石田　晶子 糖尿病・代謝・内分泌内科 1,100,000 日本学術振興会

家族性高コレステロール血症の残余リスク制圧：コレステロール搬
出促進薬の開発基盤

小倉　正恒

糖尿病・代謝・内分泌内科 800,000 日本学術振興会

グルタミン代謝の急性腎障害および腎臓を起点とする臓器連関に
おける役割解明

鈴木　佐和子 糖尿病・代謝・内分泌内科 1,400,000 日本学術振興会

R3hdmlが切り開く筋腎連関の機序解明およびCKD・サルコペニア
の新規治療戦略

石川　崇広

糖尿病・代謝・内分泌内科 1,000,000 日本学術振興会

ヒト老化モデルの核酸代謝異常がもたらす老化促進機序の解明 加藤　尚也 糖尿病・代謝・内分泌内科 1,800,000 日本学術振興会

一細胞レベルで肝細胞の局在と機能の関係を明らかにし、肝糖代
謝に新知見を加える

藤本　真徳

糖尿病・代謝・内分泌内科 2,100,000 日本学術振興会

CTコロノグラフイーにおけるテクスチャ解析を用いたスクリーニング
検査の開発

栃木　透 食道・胃腸外科 1,040,000 日本学術振興会

転写因子FoxO1/PPARαを用いた選択的インスリン抵抗性の病態
解明

北本　匠

心筋虚血再灌流障害の関するIL-11による心筋ミトコンドリア保護
効果の解明

池内　博紀 心臓血管外科 4,680,000 日本学術振興会

エクソソーム・腸内細菌叢解析による癌宿主連環制御に基づく食
道・胃癌分子治療開発

松原　久裕 食道・胃腸外科 3,800,000 日本学術振興会

腹部ステントグラフト術後血管イベントの早期予測システムの開発 渡邉　倫子 心臓血管外科 4,290,000 日本学術振興会

CFDを用いたCABGにおける中枢composite graft吻合の形態的解
析

焼田　康紀 心臓血管外科 4,550,000 日本学術振興会
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佐藤　大介

（研究分担者）

公的資金が投入されている医療の公共性と公共財としての在り方
に関する研究

次世代医療構想センター 100,000 日本学術振興会

指定難病と医療介護データの統合による経時的解析可能な難病
データベース基盤の開発

佐藤　大介 次世代医療構想センター 2,070,000 日本学術振興会

レセプトデータベース(NDB)の利用を容易にするための包括的支
援システムの開発

次世代医療構想センター 200,000	 日本学術振興会
佐藤　大介

消化器・難治がんのリボソーム生合成の新規メカニズム解明と診
断、治療法への応用

北村　浩一 検査部 350,000
金沢大学がん進展制御研

究所

数理科学と医療管理学を融合した新興感染症の推計モデルと医
療費資源配分手法

佐藤　大介 次世代医療構想センター 2,070,000 日本学術振興会

検体・項目多重化によるステロイドホルモンのハイスループット
LC/MS検査法の開発

石毛　崇之 検査部 50,000 日本学術振興会

質量分析計によるβ-ラクタム系・カルバペネム系抗菌薬の薬剤感
受性試験の臨床応用

石毛　崇之 検査部 100,000 日本学術振興会

1本鎖DNA/RNA選択的解析によるCOVID-19を含む感染症検査
の広範な改良

西村　基 検査部 3,600,000 日本学術振興会

質量分析によるビタミンD関連マーカーの高精度分析およびGC遺
伝子多型との関連解析

石毛　崇之 検査部 1,100,000 日本学術振興会

長鎖DNA解析を基盤とする臨床検査群を可能とする本邦初のプ
ラットフォームの開発 西村　基 検査部 2,500,000 日本学術振興会

マルチオミクスを用いた新規歯周疾患マーカーの開発 西村　基 検査部 100,000 日本学術振興会

臨床検査の異常反応の検出と精度保証の研究 松下　一之 検査部 50,000 日本学術振興会

がん遺伝子パネル検査の外部精度評価スキームの戦略的実践に
よって検査の質向上を図る

松下　一之 検査部 50,000 日本学術振興会

中央集約型と分散型の併用による医療情報共有のためのトラスト
（信頼関係）の評価法

松下　一之 検査部 2,836,021 日本学術振興会

がん細胞のリボソーム構成タンパク質の発現解析と転写後調節へ
の関与

松下　一之 検査部 1,428,804 日本学術振興会

医療施設における標準コードの効率的なマッピング手法に関する
調査および実証研究

鈴木　隆弘 企画情報部 260,000 日本医療研究開発機構

NDBデータの臨床研究応用のための解析手法の開発 鈴木　隆弘 企画情報部 780,000 文部科学省

医療情報データベースに保存された医療情報の実践的な利活用
のためのデータ検証（バリデーション）業務

鈴木　隆弘 企画情報部 10,840,908 医薬品医療機器総合機構

医療情報データベースの活用推進に関する研究 鈴木　隆弘 企画情報部 3,380,000 厚生労働省

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)に対する漢方薬治療の臨
床エビデンス構築　日本東洋医学会のCOVID-19に対する取り組
みと学会主導臨床研究について

並木　隆雄 和漢診療科 15,000,000 AMED

肺扁平上皮がんの多面的アプローチによる分子標的薬の開発 滝口　裕一 腫瘍内科 700,000 日本学術振興会

Multicenter, randomized controlled trial of traditional Japanese
medicine, kakkonto with shosaikotokakikyosekko, for mild and
moderate coronavirus disease patients.

並木　隆雄 和漢診療科 15,000,000 AMED

Evaluation of shoseiryuto for seasonal allergic rhinitis, using an
environmental challenge chamber.

並木　隆雄 和漢診療科 15,000,000 AMED

大腸癌の発癌、進展、転移形成における新規治療ターゲットとして
のYAF2の機能解析

酒井　望 肝胆膵外科 1,000,000
大和証券ヘルス財団調査

研究助成金

Conventional and Kampo Medicine Treatment for Mild-to-
moderate COVID-19: A Multicenter, Retrospective,
Observational Study by the Integrative Management in Japan for

並木　隆雄 和漢診療科 15,000,000 AMED

In vivoエストロゲン非依存性乳癌細胞株による内分泌療法抵抗性
機序の解析研究

山田　英幸 乳腺外科 2,210,000 日本学術振興会

330,000 日本学術振興会

吉住　有人 肝胆膵外科 1,560,000 日本学術振興会⼈

小西　孝宜 肝胆膵外科 1,430,000

大腸癌におけるRYBPを介した腫瘍制御機構の解明 森中　孝至 肝胆膵外科 1,040,000 日本学術振興会⼈

日本学術振興会⼈

障害肝における肝障害後肝再生機構の解明と再生促進治療開
発：肝切除術の適応拡大へ

日本学術振興会⼈

1,300,000

Cinobufagin inhibits proliferation of acute myeloid leukaemia cells
by repressing c-Myc pathway-associated genes.

平崎　能郎 和漢診療科

肝胆膵領域癌におけるLGR5を標的としたSTAT3活性抑制による
新規治療の開発

久保木　知 肝胆膵外科

肝胆膵領域癌におけるIRG1を介した抗炎症作用に基づく新規治
療戦略

二重機能を有する抗酸化物質による難治性乳癌に対する新たな
治療戦略

高田　護 乳腺外科 	520,000 日本学術振興会

切除不能または再発食道癌に対するCF（シスプラチン+5-FU）療
法とbDCF（biweekly ドセキタル+CF）療法のランダム化第Ⅲ相比較
試験

松原　久裕 食道・胃腸外科 877,500 静岡県立がんセンター
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黒田　正幸

（研究分担者）

佐藤　大介

（研究分担者）

佐藤　大介

（研究分担者）

吉村　健佑

（研究分担者）

黒田　正幸

吉村　健佑

佐藤　大介

築地　茉莉子

鈴木　貴明

中澤　孝文

500,000

鈴木　貴明
厚生労働省

（研究分担者）

石井　伊都子

（研究分担者）

拠点病院集中型のHIV診療から、地域分散型のHIV患者の医療・
介護体制の構築

日本学術振興財団

日本学術振興財団

日本学術振興財団

政策医療振興財団

痛風・尿酸財団

日本学術振興財団

薬剤部

薬剤部

内田　雅士

山崎　伸吾

石川　雅之

堀田　美紗

堀田　美紗

（研究分担者）

石井　伊都子

薬剤部

プラチナ系抗がん薬による腎障害回避を目的とした新規尿中バイ
オマーカーの臨床応用

薬物中枢移行性の変動を考慮した薬物療法の実施に向けた情報
基盤の構築

薬剤の副作用を化学構造から予測する新規手法の確立

化学構造から高尿酸血症誘発薬剤を予測する新規手法の確立

ワルファリン服用患者における胆道閉塞時のPT-INR延長と関連因
子の検討

薬剤部

英国大学と協働で開発するグローバル・地域包括ケアIPEプログラ
ムの構築

日本学術振興会

専門職連携のための専門職連携によるFD実践のための基盤研究
とプログラム開発

日本学術振興会

1,200,000

1,000,000

780,000

1,040,000

厚生労働省

薬剤部

Risk factors for early-phase clozapine discontinuation: A nested
case-control study

一般社団法人日本臨床精
神神経薬理学会

1,000,000

622,000

150,000

400,000

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

家族性LCAT欠損症を対象としたLCAT-GMAC治療実用化に向
けた医師主導治験

未来開拓センター
日本医療研究開発機構

（AMED）
46,778,000

蛋白翻訳機構に着目した動脈硬化進展における血管平滑筋細胞
の新規増殖亢進機序

持続血液濾過透析による吸着クリアランスを考慮した抗菌薬投与
設計の構築

1,200,000

1,800,000

薬剤部

薬剤部

移植後生着細胞からのアプローチによる脂肪細胞遺伝子治療製
品の移植効率向上研究

未来開拓センター 日本学術振興会

皮下脂肪組織由来細胞のシングルセル解析と計算生物学に基づ
く革新的脂肪移植の開発

未来開拓センター 日本学術振興会

黒田　正幸 1,200,000

4,400,000
黒田　正幸

再発・進行頭頸部がん患者を対象とした他家iPS-NKT細胞および
自家DC/Gal併用療法に関する臨床研究

本橋　新一郎 未来開拓センター 21,885,410 日本医療研究開発機構

エピジェネティクス編集技術を用いた革新的脂肪移植治療法開発
に資する基盤的研究

未来開拓センター 日本学術振興会4,700,000
（研究分担者）

生涯学習としての患者安全：事故事例か自己研鑽をもたらす学習
科学的戦略の確立

清水　郁夫
総合医療教育研修セン

ター
2,730,000 日本学術振興会

再発・進行頭頸部がん患者を対象としたiPS-NKT細胞動注療法に
関する第Ⅰ相試験の第2用量

本橋　新一郎 未来開拓センター 32,772,000 日本医療研究開発機構

オンライン模擬医療面接におけるmini-CEXを用いた学生評価の
信頼性の検証

塚本　知子
総合医療教育研修セン

ター
総合診療科

780,000 日本学術振興会

Proof-of-concept Study for Podoplanin-targeted
Radioimmunotherapy for Glioblastoma as a New Therapeutic
Option

Fatema Chowdhury
 Nusrat

総合医療教育研修セン
ター

1,690,000 日本学術振興会

実践的EBM能力を有する医療者養成のための教育プログラム開
発とその効果検証

笠井　大
総合医療教育研修セン

ター
呼吸器内科

260,000 日本学術振興会

NKT細胞再生によるがん免疫治療技術開発拠点 本橋　新一郎 未来開拓センター 30,000,000 日本医療研究開発機構

回復期リハビリテーション病棟におけるEBP実装プログラムの検証 酒井　郁子
総合医療教育研修セン

ター
3,510,000 日本学術振興会

外国人患者が安心する医療を提供するために医学英語教育プロ
グラムとは何か？

稲川　知子
総合医療教育研修セン

ター
1,040,000 日本学術振興会

次世代医療構想センター 17,150,000 千葉県

英国大学と協働で開発するグローバル・地域包括ケアIPEプログラ
ムの構築

朝比奈　真由美 総合医療教育研修センター 780,000 日本学術振興会

地域の実情に応じた医療提供体制の構築を推進するための政策
研究

次世代医療構想センター 2,000,000 厚生労働省

専門職連携のための専門職連携によるFD実践のための基盤研究
とプログラム開発

伊藤　彰一 総合医療教育研修センター 1,040,000 日本学術振興会

令和4年度千葉県在宅医療スタートアップ支援事業

将来の医療需要への効果的効率的な対応に向けた、DPCデータ
等を用いた回復期・地域密着型医療の確保のための研究

次世代医療構想センター 200,000	 厚生労働省

小児科医師確保計画を踏まえた小児医療の確保についての政策
研究

吉村　健佑 次世代医療構想センター 3,132,000 厚生労働省

地域医療構想の達成に向けた病院管理者のための組織マネジメ
ント研修プログラムの普及啓発のための研究

次世代医療構想センター 100,000 厚生労働省

医薬品・医療機器の費用対効果評価における分析ガイドラインの
改定に資する研究

次世代医療構想センター 600,000 厚生労働省

（研究分担者）

佐藤　大介

HIV感染症及びその併存疾患や関連医療費の実態把握のための
研究

次世代医療構想センター 500,000 日本学術振興会
（研究分担者）
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標準化電子ワークシートを核とした分散型臨床試験のシステム・運
用両面からの構築
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Myocardial Infarction,
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Am J Cardiol. 2023;192:182-
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Matsumoto T, Saito Y,
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Patients with Acute Myocardial
Infarction.
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Am Heart J. 2023;258:69-76.

循環器内科
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Complicated by Cardiogenic Shock.

Nishi T, Kume T, Yamada R,
et al.

循環器内科

循環器内科

Characteristics and
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in High-Bleeding Risk Patients?
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Resuscitated sudden cardiac arrest
related to intraplaque haemorrhage
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J Am Heart Assoc.
2022;11:e024880.

J Clin Med. 2022;11:987.
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al.

整形外科

J Orthop Res. 2022
Nov;40(11):2576-2585.
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Relationship between retinal
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

Tsukiji M, Ishikawa M,
Okubo M, et al.

薬剤部
Yakugaku Zasshi.
2022;142(11):1277-1285.

Nakazawa T, Yamazaki S,
Uchida M, et al.

薬剤部
Eur J Clin Pharmacol. 2023
Mar;79(3):437-443.

[Report on a Psychiatric Clinical
Practicum in Which Pharmacy
Students Perform a Pharmaceutical
Intervention].

Relationship between elevated
bilirubin levels and enhanced
warfarin effects during biliary
obstruction.

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲
載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および
評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十
件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。
　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に
掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当
該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学
の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所
属している場合に限る。）
  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、
他、またはet al.とする。
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(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・手順書の主な内容： 

臨床研究の審査は臨床研究倫理審査委員会が附属病院に設置されており、それぞれ規程と手順書が
整備されている。手順書には、医薬品等の臨床試験に関わる業務手順が示されている。ネットワークとして
の中央倫理審査委員会機能を果たすことができる手順となっている。また、人を対象とする医学系研究に
関する倫理指針に対応した倫理学・法律学の専門家、一般の立場から意見を述べることのできる委員が
適切に指名された構成となっている。令和2年4月より医学部とは別に附属病院に生命倫理審査委員会を
新設し、定期的に委員会を開催している。令和3年6月30日より医学系指針とゲノム指針が、人を対象とす
る生命科学・医学系研究に関する倫理指針に統合されているが、当院では引き続きそれぞれの委員会で
審査を行っている。 
なお、臨床研究法下で実施される特定臨床研究を審査する認定臨床研究審査委員会が千葉大学によ

り、附属病院に設置されている。 
 

1．千葉大学医学部附属病院臨床研究倫理審査委員会規程 
千葉大学医学部附属病院（以下「病院」という。）で行われる人を対象とする生命科 学・医学系研究（以

下「研究」という。）について，次の各号に掲げる宣言及び指針の趣旨に沿って人間の尊厳及び人権を尊
重し，社会の理解と協力を得て適正な研究を実施するため，その審査に当たることを目的として千葉大学
医学部附属病院臨床研究倫理審査委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
一 ヘルシンキ宣言（１９６４年世界医師会採択，２０１３年世界医師会修正） 
二 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令和３年文部科学省・厚生労働省告示第
３号） 
 
2．千葉大学医学部附属病院臨床研究倫理審査委員会運営手順書 
１ 委員会は、千葉大学医学部附属病院（以下「本院」という。）及び 1 の研究計画書に基づき複数の 
研究機関において実施される研究（以下「多機関共同研究」という。）の他の研究機関において、人を対
象とする生命科学・医学系研究に定める研究を行うことの適否及び継続して行うことの適否等について、
ヘルシンキ宣言と人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令和３年３月２３日文部科学
省・厚生労働省・経済産業省 告示第１号）（以下「指針」という。）等に基づいて審査する。 
２ 委員会は、研究責任者（多機関共同研究については研究代表者）から研究実施の適否等について 
意見を求められたときは、すべての研究対象者の人権、安全及び福祉を保護するため、ヘルシンキ宣言と
人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令和３年３月２３日文部科学省・厚生労働省・
経済産業省 告示第１号）等に基づき、倫理的観点及び科学的観点から、研究機関及び研究者等の利
益相反に関する情報も含めて中立的かつ公正に審査を行い、文書にて意見を述べるものとする。 
 
3．千葉大学医学部附属病院生命倫理審査委員会規程 
 千葉大学医学部附属病院に、人を対象とする生命科学・医学系研究について、次の各号に掲げる宣言
及び指針の趣旨に沿って人間の尊厳及び人権を尊重し、社会の理解と協力を得て適正な研究を実施す
るため、その審査を行い、研究責任者に対して文書又は電磁的方法により意見を述べることを目的として
、千葉大学医学部附属病院生命倫理審査委員会を置く。 
一 ヘルシンキ宣言（1964年世界医師会採択、2013年世界医師会修正） 
二 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令和3年文部科学省・厚生労働省・経済産
業省告示第1号） 
 
4．千葉大学医学部附属病院生命倫理審査委員会運営手順書 
１ 委員会は、千葉大学医学部附属病院及び1の研究計画書に基づき複数の研究機関において実施さ
れる研究の他の研究機関において、人を対象とする生命科学・医学系研究に定める研究を行うことの適



否及び継続して行うことの適否等について、ヘルシンキ宣言と人を対象とする生命科学・医学系研究に関
する倫理指針（令和３年文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示第１号、以下「生命・医学系指針」と
いう。）等に基づいて審査する。 
２ 委員会は、研究責任者から研究実施の適否等について意見を求められたときは、すべての研究対象
者の人権、安全及び福祉を保護するため、ヘルシンキ宣言と生命・医学系指針等に基づき、倫理的観点
及び科学的観点から、研究機関及び研究者等の利益相反に関する情報も含めて中立的かつ公正に審
査を行い、文書又は電磁的方法にて意見を述べるものとする。 
 
5．千葉大学医学部附属病院観察研究倫理審査委員会規程 
 千葉大学医学部附属病院に，人を対象とする生命科学・医学系研究（以下「研究」という。）について，
次の各号に掲げる宣言及び指針の趣旨に沿って人間の尊厳及び人権を尊重し，社会の理解と協力を得
て適正に研究を実施するため，倫理的観点及び科学的観点から，その研究に係る研究機関及び研究者
等の利益相反に関する情報を含めて中立的かつ公正に審査を行い，研究責任者に対して文書又は電磁
的方法により意見を述べることを目的として千葉大学医学部附属病院観察研究倫理審査委員会を置く。  
一 ヘルシンキ宣言（１９６４年世界医師会採択，２０１３年世界医師会修正） 
二 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令和３年文部科学省・厚生労働省・経済
産業省告示第１号） 
 
6．千葉大学医学部附属病院観察研究倫理審査委員会運営手順書 
１ 委員会は、千葉大学医学部附属病院及び一の研究計画書に基づき複数の研究機関において実施さ
れる研究の他の研究機関において、人を対象とする生命科学・医学系研究に定める研究を行うことの適
否及び継続して行うことの適否等について、ヘルシンキ宣言と人を対象とする生命科学・医学系研究に関
する倫理指針（令和３年文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示第１号、以下「生命・医学系指針」と
いう。）等に基づいて審査する。 
２ 委員会は、研究責任者から研究実施の適否等について意見を求められたときは、すべての研究対象
者の人権、安全及び福祉を保護するため、ヘルシンキ宣言と生命・医学系指針等に基づき、倫理的観点
及び科学的観点から、研究機関及び研究者等の利益相反に関する情報も含めて中立的かつ公正に審
査を行い、文書又は電磁的方法にて意見を述べるものとする。 
 

③ 倫理審査委員会の開催状況 臨床研究倫理審査委員会 年 11 回 

生命倫理審査委員会    年 11 回 

観察研究倫理審査委員会 年  4 回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に「有」に○

印を付けること。 

2  前年度の実績を記載すること。 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会

の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・規定の主な内容： 

1.国立大学法人千葉大学利益相反委員会規程 
国立大学法人千葉大学に、本学利益相反マネジメントポリシーに基づき、本学の役員及び職員に係る

利益相反に適切に対処するとともに利益相反に関する重要事項を審議するため、利益相反委員会を置き
、次に掲げる事項を審議する。 
一 利益相反マネジメントポリシーに関すること。 
二 利益相反ガイドラインに関すること。 
三 利益相反防止に関する施策及び啓蒙活動に関すること。 



四 利益相反に関する調査及び審査に関すること。 
五 その他利益相反に関する重要事項 
本規程第9条に、「臨床研究に係る利益相反委員会については、別に定める」ことが規定されている。 

 
2.千葉大学医学部附属病院各種委員会規程及び別表 常置委員会 
千葉大学医学部附属病院各種委員会規程第3条に基づく常置委員会として、別表 常置委員会のとお

り、①臨床研究に係る利益相反ポリシーに関する事項、②臨床研究に係る利益相反マネジメントに関する
事項、③臨床研究に係る利益相反防止に関する施策及び啓発活動に関する事項、④臨床研究に係る利
益相反に関する調査及び審査に関する事項、⑤その他臨床研究に係る利益相反に関する重要事項を所
轄する。 
 
3.千葉大学医学部附属病院における臨床研究に係る利益相反ポリシー 
 本ポリシーは平成17年9月に制定され、臨床研究を行う研究者と関係者、被験者、大学などを取り巻く利
益相反の存在を明らかにすることによって、被験者の保護を最優先としつつ、大学や研究者などの正当な
権利を認め社会の理解と信頼を得て、大学の社会的信頼を守り、臨床研究の適正な推進を図る。 
 
4.千葉大学医学部附属病院における臨床研究に係る利益相反マネジメント規程 
千葉大学医学部附属病院における臨床研究に係る利益相反の取扱い・マネジメントは、国立大学法人

千葉大学利益相反委員会規程第9条に基づき、千葉大学医学部附属病院臨床研究に関する利益相反
委員会を設置し、千葉大学医学部附属病院における臨床研究に係る利益相反ポリシー、臨床研究の利
益相反ポリシー策定に関するガイドライン（平成18年3月文部科学省）、厚生労働科学研究における利益
相反（Conflict of Interest：COI）の管理に関する指針（平成20年3月31日科発第0331001号厚生科学課長
決定）並びに法令又はこれに基づく特別の定めによるほか、この規程の定めるところによる。 
 本規程第4条(管理の手続き)及び第5条（管理の実施）に従い、臨床研究実施者（必要に応じて臨床研
究関係者）は臨床研究の利益相反に関する自己申告書を臨床研究実施計画書と共に病院長に提出し、
利益相反委員会において審査並びにマネジメントを行う。利益相反委員会の審査結果を臨床研究倫理
審査委員会に報告し、臨床研究倫理審査委員会の審査結果も踏まえて、利益相反管理も含めて審査を
行っている。 
 
5.臨床研究の利益相反に関する自己申告書 
 臨床研究実施者及び倫理審査委員会の委員等は、利益相反委員会に利益相反に関する自己申告書
を提出し、適切なマネジメント受け、必要な場合には試験実施計画書を変更等の対応を実施している。 
臨床研究法下で実施する試験は、提出された申告内容について事実確認を行い、必要に応じて利益相
反委員会のマネジメントを受けている。 
 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会

の開催状況 

年 11 回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 6 回 

・研修の主な内容： 

・臨床研究入門講義 3回 
「臨床試験の法的枠組/臨床試験の手続き」「利益相反/研究倫理」「説明・同意/説明文書の作成」 

・倫理審査委員会研修会 2回 
「個人情報保護」「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針の動向」 

・臨床研究に関わる特別セミナー 1回 
「臨床研究と利益相反（COI）管理：最近の動向」 
 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

（目的と特徴） 

⚫ 初期研修を修了した医師・歯科医師が臨床医学系専門領域の専門医を取得する 

⚫ 2年間の卒後研修を含む新しい枠組みでの専門医を取得できるプログラム 

⚫ 内科、外科の場合は内科認定医・認定内科専門医、外科専門医を取得できると共に、さらにサブス

ペシャリティーの専門医を取得できるプログラム 

（研修期間） 

⚫ 研修期間は3～5年（卒後研修：2年を含まない）原則として各専門領域の専門医取得に定められた期

間 

（到達目標） 

⚫ 専門医としての患者ケアのための臨床能力を身につける 

⚫ 専門医としての患者ケアのための知識の習得と応用が出来る 

⚫ 診療経験を振り返り臨床能力を向上させることが出来る 

⚫ 必要かつ十分なコミュニケーション能力を示すことが出来る 

⚫ 医師としてのプロフェッショナリズムを身につける 

⚫ 家族・地域・制度などの医療資源を理解し活用することが出来る 

⚫ 指導医としての教育的役割を果たすことが出来る 

⚫ 臨床研究の意義を理解し倫理原則にしたがって研究を行うことが出来る 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師に対

する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数        148 人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特記事項        

加藤 直也 消化器内科 科長（教授） ３６年  

堺田 惠美子 血液内科 科長（准教授） ２８年  

淺沼 克彦 腎臓内科 科長（教授） ２７年  

中島 裕史 アレルギー･膠原

病内科 

科長（教授） ３４年  

小野 啓 糖尿病・代謝・内

分泌内科 

科長（准教授） ２７年  

小林 欣夫 循環器内科 科長（教授） ３４年  

小林 欣夫 冠動脈疾患治療

部 

部長（教授） ３４年  

鈴木 拓児 呼吸器内科 科長（教授） ２８年  

桑原 聡 脳神経内科 科長（教授） ３８年  

生坂 政臣 総合診療科 科長（教授） ３７年  

並木 隆雄 和漢診療科 科長（准教授） ３７年  

猪狩 英俊 感染症内科 科長（教授） ３４年  

瀧口 裕一 腫瘍内科 科長（教授） ３９年  

松宮 護郎 心臓血管外科 科長（教授） ３６年  

松原 久裕 食道・胃腸外科 科長（教授） ３８年  



研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特記事項        

大塚 将之 肝胆膵外科 科長（教授） ３４年  

長嶋 健 乳腺・甲状腺外

科 

科長（准教授） ３５年  

吉野 一郎 呼吸器外科 科長（教授） ３６年  

菱木 知郎 小児外科 科長（教授） ２９年  

滝口 裕一 臨床腫瘍部 部長（教授） ３９年  

磯野 史朗 麻酔･疼痛･緩和

医療科 

科長（教授） ３８年  

市川 智彦 泌尿器科 科長（教授） ３５年  

大鳥 精司 整形外科 科長（教授） ２８年  

馬場 隆之 眼科 科長（教授） ２５年  

猪爪 隆史 皮膚科 科長代理（講師） ２４年  

花澤 豊行 耳鼻咽喉・頭頸

部外科 

科長（教授） ３３年  

三川 信之 形成・美容外科 科長（教授） ３１年  

伊豫 雅臣 精神神経科 科長（教授） ３８年  

岩立 康男 脳神経外科 科長（教授） ３９年  

甲賀 かをり 婦人科・周産期

母性科 

科長（教授） ２６年  

濱田 洋通 小児科 科長（教授） ３２年  

宇野 隆 放射線科 科長（教授） ３４年  

中田 孝明 救急科 科長（教授） ２３年  

大島 拓 集中治療部 部長（准教授） ２４年  

淺沼 克彦 人工腎臓部 部長（教授） ２７年  

村田 淳 リハビリテーション

科 

科長（准教授） ３６年  

伊豫 雅臣 こどものこころ診

療部 

部長（教授） ３８年  

松下 一之 検査部 部長（准教授） ３４年  

池田 純一郎 病理診断科・病

理部 

科(部)長（教授） ２０年  

加藤 順 内視鏡センター センター長（准教授） ２９年  

鵜澤 一弘 歯科・顎・口腔外

科 

科長（教授） ３３年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている診療科

については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブス

ペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブス

ペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

・研修の主な内容： 

COVID-19対策のため、全体で集合するのではなく、部署・病棟ごとに急変対応トレーニングを実施 
した。クリニカルスキルズセンターで実施した研修については、Simam3G、ALSシミュレータ、新生児蘇生
人形を使用し、部署で起こりやすい症例について対応をトレーニングした。そのほか人工呼吸器セミナ
ー、ECMO研修などを実施した。 
看護師だけでなく医師、臨床工学技士、精神保健福祉士、臨床心理士、理学療法士も参加した。 

・研修の期間・実施回数： 23回／年 

・研修の参加人数： 489名 

そのほか、各病棟にシミュレータや機器を貸し出した勉強会は11か所、計47回実施された。 
 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

・研修の主な内容： 

「新任看護師長研修」 
新任看護師長が、看護管理に必要な基礎的な知識・技術を学び、看護師長の役割、責務を認識し、

職務遂行のための基盤を作る。また、看護師長として、効果的な部署運営のために必要なマネジメント
能力を養う。 
【講義】病院及び看護部組織と運営／人事・労務管理／人材育成／広報･看護師確保対策／医療安

全における管理者の役割／看護業務における管理者の役割、病院再開発の将来構想と看護
部の役割／看護の質評価と病院経営への参画 

【他部署研修】他部署の看護管理の実際を知り、自部署運営や看護管理者としての役割遂行への示唆
を得る 

・研修の期間・実施回数： 

【講義】令和4年4月19・25・27日、5月9・11・13・16日（全7回） 
【他部署研修】令和4年11月1・10・14・15・17・29日（1人あたり2部署の研修） 

・研修の参加人数： 新任看護師長 4名  

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容： 

 ・研修の期間・実施回数： 

 ・研修の参加人数： 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施行規

則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供

する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療従事者を対象と

して実施した専門的な研修を記載すること。 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 横手 幸太郎 

  管理担当者氏名 企 画 情 報 部 長  鈴木 隆弘     総 務 課 長  荘野 典文 

薬 剤 部 長  石井 伊都子    管 理 課 長  渡辺 勉 

医 療 安 全 管 理 部 長  相馬 孝博     経営企画課長  細川 敬貴 

感 染 制 御 部 長  猪狩 英俊     研究推進課長  大塚 隆司 

臨床工学センター長  磯野 史朗     医 事 課 長  富永 吉司 

総合医療教育研修センター長  伊藤 彰一     医療サービス課長  高橋 実 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 
 

総務課 管理担当者は、病院日
誌を所管部門の施錠可
能な場所（キャビネット等
）で保管・管理している。
また、事務LAN内に電子
ファイルもあわせて保存し
ている 
 
診療録の外部持出は認
められていない。やむを
得ない事情がある場合は
部局情報保護管理責任
者に許可を得なければな
らない 
 
紙診療録は外来診療録
と入院診療録に分けて、
外来診療録は一患者ごと
、入院診療録は一患者
一入院ごとに管理してい
る。紙診療録及び電子カ
ルテ（総合病院情報シス
テム）は、入退室管理さ
れた診療録保管庫（サー
バー室を含む）で保管し
ている 

各科診療日誌 
 

各診療科 

処方せん 
 

薬剤部 

手術記録 
 
 

企画情報部 
医療サービス課 

看護記録 
 
 

企画情報部 
医療サービス課 

検査所見記録 
 
 

企画情報部 
医療サービス課 

エックス線写真 
 

企画情報部 

紹介状 
 
 

企画情報部 
医療サービス課 

退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

企画情報部 
医療サービス課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に
掲
げ

る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 管理担当者は、病院の管
理及び運営に関する諸記
録について、所管部門の
施錠可能な場所（キャビ
ネット等）で保管・管理し
ている。また、院内LAN内
に電子ファイルも合わせ
て保存している 
 

高度の医療の提供の実績 
 

研究推進課 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

研究推進課 

高度の医療の研修の実績 
 

総務課 

閲覧実績 
 

総務課 

紹介患者に対する医療提供の実
績 

経営企画課 
医療サービス課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

経営企画課 
医療サービス課 
薬剤部 



 
 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一

項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医事課医療安全室 
 

管理担当者は、病院の管
理及び運営に関する諸記
録について、所管部門の
施錠可能な場所（キャビ
ネット等）で保管・管理し
ている。また、院内LAN内
に電子ファイルも合わせ
て保存している 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課医療安全室 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

総合医療教育研修センタ
ー 
医事課医療安全室 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理部 
医事課医療安全室 
 

 
 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医事課医療安全室 管理担当者は、病院の管
理及び運営に関する諸
記録について、所管部門
の施錠可能な場所（キャ
ビネット等）で保管・管理
している。また、院内LAN
内に電子ファイルも合わ
せて保存している 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医事課医療安全室 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医事課医療安全室 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 
医事課医療安全室 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

医事課医療安全室 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 
医事課医療安全室 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 
医事課医療安全室 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

管理課 
 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

管理課 
 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

管理課 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

管理課 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医事課医療安全室 医療行為等の説明に関
する責任者を病院長が
任命し、医療行為等の
遵守状況を定期的に確
認している 
 
診療情報の適切な管理
を行うために診療情報
管理責任者を置き、診
療情報管理委員会の委
員長を兼ねる。なお診療
科等が保有する診療記
録を管理するために診
療情報責任者を置き、
診療科等の長を充てて
いる 
 
診療情報管理委員会に
おいて、説明・同意文書
の新規作成・更新の際
に、「病院として定めた
必要項目が記載されて
いるか」について確認を
行い、承認された文書の
み使用する 
 
管理担当者は、病院の
管理及び運営に関する
諸記録について、所管
部門の施錠可能な場所
（キャビネット等）で保管・
管理している。また、院
内LAN内に電子ファイル
も合わせて保存している 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医事課医療安全室 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明に
関する責任者の配置状況 

医療サービス課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療サービス課 

医療安全管理部門の設置状況 医事課医療安全室 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課医療安全室 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決定
する部門の状況 

医事課医療安全室 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 
医事課医療安全室 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術的
助言の実施状況 

医事課医療安全室 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じる
体制の確保状況 

医事課医療安全室 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 総合医療教育研修セ
ンター 
総務課 
医事課医療安全室 

管理者、医療安全管理責任者、
医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者のため
の研修の実施状況 

医事課医療安全室 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制の
整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方法の概
略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載すること。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　　　　　　件

歯科医師 延　　　　　　　　　件

国 延　　　　　　　　　件

地方公共団体 延　　　　　　　　　件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

総務課長　　　　　　　荘野　典文
管理課長　　　　　　　渡辺　勉
経営企画課長　　　　細川　敬貴
研究推進課長　　　　大塚　隆司
医事課長　　　　　　　富永　吉司
医療サービス課長　 高橋　実

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　閲覧責任者氏名 病院長　横手　幸太郎

　閲覧担当者氏名

閲覧の手続の概要
  国立大学法人千葉大学は「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律」（以下「情報公開
法」）の適用を受けており、この法律に基づき、千葉大学の保有する法人文書の開示を請求することが
できる。
　開示請求者より法人文書の開示請求があった場合、該当法人文書の探索・特定を実施し、情報公開・
個人情報保護委員会を開催し、開示又は不開示の決定を行い、その結果を請求者に通知し、法人文
書の開示を実施することとなる。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

千葉大学医学部附属病院

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
    有・無 

 

・ 指針の主な内容： 

1.基本的な考え方 
2.病院長の責務 
3.医療安全に関する組織と取組 
4.医療安全管理のための職員研修 
5.医療事故の報告 
6.医療事故発生時の対応 
7.患者等への当該基本方針の閲覧 
8.患者からの相談への対応 
9.その他の医療安全推進への対応 
10.その他 
 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 

・ 開催状況：年 12 回 

・ 活動の主な内容： 

1.病院において重大な問題その他委員会において取り扱うことが適当な問題が発生した場合における速や
かな原因の究明のための調査及び分析に関すること。 
 
2.前号の分析の結果を活用した医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の立案及び実施並び
に病院職員への周知に関すること。 
 
3.前号の改善のための方策の実施の状況の調査及び必要に応じた当該方策の見直しに関すること。 
 
4.入院患者が死亡した場合における当該死亡の事実及び死亡前の状況に関する医療安全管理部への報告
の実施の状況の確認及び確認結果の病院長への報告に関すること。 
 
5.入院患者の死亡以外の場合であって，通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったものとし
て病院長が定める水準以上の事象が発生したときにおける当該事象の発生の事実及び発生前の状況の医
療安全管理部への報告の実施の状況に関する確認及び確認結果の病院長への報告に関すること。 
 
6.前２号に規定する実施の状況が不十分な場合における適切な報告のための病院職員への研修及び指導
に関すること。 
 
7.その他医療安全管理に関すること。 
 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 2 回 

 

・ 研修の内容（すべて）： 

1.第1回安全セミナー 令和4年6月16日～7月8日（eラーニング） 
①「振り返り（検討）をしましょう」 「注射三点認証システムについて」 「院内の安全な鎮静に向けて」 
②「求められる情報モラルとリテラシー」 
③「早期のMETコールで重症化予防 RSSとして当院METの役割」 
④「感染対策のポイントや注意点など」 



 
 
 

 
⑤「当院における抗菌薬適正使用の取り組み」 
⑥「画像診断に係る安全管理」 
 
2.第2回安全セミナー 令和4年12月9日～令和5年1月4日（eラーニング） 
①「院内の安全な鎮静に向けて-安全性向上のために-」 
 「DNARについて考える-医療・ケアチームの責任と重要他者の必要性-」 
②「情報の保護・管理に関する最新情報」 
③「METコール～院内急変に正しく対応するために～」 
④「抗菌薬の適正使用について」 
⑤「手指衛生の必要性とタイミングについて」 
⑥「医薬品管理の必要性-麻薬・向精神薬・厳重管理薬-」 
⑦「輸液ポンプを安全に使用するために」 
⑧「MRI検査とポータブルX線撮影を安全に行うために」 
⑨「病理検査報告書の確認忘れ防止の取り組み」 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施状況 
 

・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 

・ その他の改善のための方策の主な内容： 

1.医療上の問題 
「千葉大学医学部附属病院インシデント及び医療上の事故発生時の対応に関する取扱要項」に則り、イン
シデントが発生した場合はインシデント報告システムにより速やかに報告され、部署リスクマネージャー及び
ゼネラルリスクマネージャーが内容を把握する。インシデントの詳細な情報は、部署リスクマネージャーが確
認し、収集する。ゼネラルリスクマネージャーは報告内容に応じて当該部署に出向き、当事者及び関係者
から情報を収集する 

 
2.分析 
各部署では当該部署のリスクマネージャーが中心となり、KYTやPOAMなどの分析手法を活用し対策を検
討している。医療安全管理部のゼネラルリスクマネージャーが部署への分析手法の指導・支援を行ってい
る 

 
3.改善策の検討 
マニュアル改正などはリスクマネジメント会議において多職種による検討を行い、医療の質・安全管理委員
会で承認する。また、医療事故発生の原因調査及び原因究明は事例検討委員会において検討する 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 

・ 指針の主な内容： 

1. 基本的な考え方 
2. 委員会，その他組織に関すること 
3. 従業者に対する研修等 
4. 感染症の発生状況及び抗菌薬使用状況の報告 
5. 院内感染発生時の対応 
6. 患者等への当該基本方針の閲覧 
7. その他の院内感染対策推進のために必要な事項 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 

・ 活動の主な内容： 

1. 院内感染の実態把握のための調査及び点検に関すること 
2. 院内感染予防対策の立案に関すること 
3. 院内感染発生時の対策に関すること 
4. 職員に対する院内感染予防対策の教育に関すること 
5. 院内感染予防対策マニュアルの作成及び改訂に関すること 
6. その他院内感染予防対策に関すること 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 2 回 

 

・ 研修の内容（すべて）： 

1. 第1回安全セミナー  
令和4年6月16日～7月8日（e-ラーニング） 
「感染対策のポイントや注意点など」 
「当院における抗菌薬適正使用の取り組み」  
   
2. 第2回安全セミナー 
令和4年12月9日～令和5年1月14日（e-ラーニング） 
「抗菌薬の適正使用について」 
「手指衛生の必要性とタイミングについて」  
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 

・ 病院における発生状況の報告等の整備 （ 有・無 ） 

・ その他の改善のための方策の主な内容： 

1．ICT活動 
ICTラウンド 

（月間） 
・月間耐性菌ラウンド（MRSA・ESBL・MDRP・CREを対象（月1回）と報告） 

（週間） 
・耐性菌チェック（分離菌報告） 
・環境チェック 
・清掃・廃棄物ラウンド（感染制御部・事務職員・清掃業者でラウンド（月2回）と報告） 
 



 
 
 

 
2．AST活動 
・血液培養陽性患者のモニター 
・診療コンサルテーション報告 
・抗菌薬の許可制 
・特定薬剤使用状況報告 
・ASTラウンド 

 
3．職員感染対策 
 ・針刺し・切創、血液・体液曝露外来の実施 
 ・職員の抗体検査と予防接種の実施 
 ・病院職員・外部委託業者に対するワクチン接種 
 
4．医療関連感染サーベイランスの実施とフィードバック 
 ・カテーテル関連血流感染（全部署及び血液内科） 
 ・手術部位感染（10診療科17手技） 
 ・手指衛生サーベイランス（払い出し量からみた手指衛生指数・直接観察法） 
 ・J-SIPHE（感染対策連携共通プラットフォーム）を活用した他医療機関比較の充実 
 
5．感染対策向上加算に関する地域連携活動 
・感染対策向上加算に係る相互チェックの実施（連携医療機関と相互に年1回ずつ） 
・感染対策向上加算に係るカンファレンスの開催（連携医療機関と年4回） 
・指導強化加算に係る院内ラウンド（年間4施設に直接訪問して指導を行う）  
・院内感染地域支援ネットワーク事業と連携した地域の感染対策向上を目的とした活動 
（研修会・アウトブレイク支援・感染対策相談等） 

  
6．アウトブレイク発生時の対応と終息に向けた対策 
・新型コロナウイルス感染症クラスター発生から終息までの対応 
・NICU・GCUにおけるMRSAのアウトブレイク対応 

 
7．手指衛生遵守率向上のための取組み 
・手指消毒剤個人携帯の推奨 
・手指衛生啓発活動 
・手指衛生サーベイランスの結果報告と手指衛生導等 

 
8．国公立大学附属病院感染対策協議会における活動（感染対策チェック） 
・国公立大学感染対策協議会の指示により自己チェックのみ実施し、自施設の改善活動の実施 
・国公立大学感染対策協議会（総会）参加 

 
9．新型コロナウイルス感染症対策 
・新型コロナウイルス感染症対策本部と情報共有し院内感染対策を強化した 
・行政の会議委員として会議・連絡会等に参加 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措

置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 3 回 

 

・ 研修の主な内容： 

1．新規採用者ガイダンス 
  eラーニング 
   「医薬品安全管理（麻薬取り扱い含む）」 
2. 新規採用者ガイダンス（研修医向け） 
「抗がん薬の取り扱いについて」 

3．第2回医療安全セミナー 
  eラーニング 令和4年12月9日～令和5年1月4日 
  「医薬品管理の必要性 –麻薬・向精神薬・厳重管理薬-」 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 

・ 手順書の作成 （ 有・無 ） 

・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

1.医薬品の採用を審議する薬事委員会の開催及び適正運用の実施 
2.医薬品の購入及び麻薬、向精神薬、毒薬、劇薬、厳重管理薬、 
特定生物由来製品等の適正管理の実施 

3.患者に対する安全な医薬品供給のための処方、調剤、交付、 
指示出し・指示受け、過誤防止対策、薬剤管理指導等の実施 

4.医薬品の情報の収集及び提供の実施 
5.医薬品の使用に関する教育・研修の実施 
6.各部門における手順書に基づいた業務実施状況の確認 等 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その他の

医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 

・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 

HIV感染症妊婦からの母子感染予防に使用するジドブジン 
 

・ その他の改善のための方策の主な内容： 

未承認医薬品については臨床倫理審査委員会にて承認が得られたもののみを使用するルールをとり、当 
該委員会で審議するための必要情報を収集するなどの対応をしている。 
院内製剤についても、日本病院薬剤師会の指針に則りクラス分類を導入し、クラスに応じた審査を取り入れ 

ている。また、使用後の評価も徹底する運用としている。 
その他、医薬品の安全使用に係る医薬品情報は医薬品の安全使用のための措置に係る実施担当者（医 

薬品情報室長）から医薬品安全管理責任者への報告を行い、医薬品安全管理責任者から院内への周知を
行っている。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 32 回 

 

・ 研修の主な内容： 

安全使用に際して技術の習熟が必要と考えられる下記の医療機器に関して、定期的に研修を実施している。 
・人工呼吸器（2回） 
・閉鎖式保育器（2回） 
・血液浄化装置（2回） 
・人工心肺及び補助循環装置（17回） 
・除細動器（2回） 
・新規導入の機器（3回） ※Ｅラーニングによるものを含む。 
・診療用高エネルギー放射線発生装置（リニアック）の安全講習会（年2回） 
・診療用放射線照射装置（アフターローディング）の安全講習会 （年2回） 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 

・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 

・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

診療用高エネルギー放射線発生装置（リニアック）、診療用放射線照射装置（アフターローディング）、生命維 
持管理装置 （人工心肺および補助循環装置･人工呼吸器･血液浄化装置･除細動器・閉鎖式保育器）、当 
院で定めた機器 （CT・MRI・血管造影装置・核医学診断装置、輸液･シリンジポンプ･フットポンプ･生体情報 
モニタ 等） 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集その

他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 

・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 

・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

・ その他の改善のための方策の主な内容： 

医療法施行規則第9条の23第1項第8号に則り、未承認医療機器については臨床倫理審査委員会にて承
認が得られたもののみを使用するルールをとり、当該委員会で審議するための必要情報を収集するなどの対
応をしている。 
臨床工学技士を配置し、院内の安全管理部員を兼任とすることで、院内で起こった医療機器に関するイン

シデント等に早急に対応，安全管理部との共同配信文書として院内へ配信することができている。 
また、全体で行う院内講習会のほか、インシデント発生等の際には原因を究明し、部署別・事例別の講習

会を開催し、再発防止に努めている。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 

・責任者の資格（医師・歯科医師） 

・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医療

機器安全管理責任者の統括状況 

「千葉大学医学部附属病院における医療安全管理に関する基本方針」第2の1において、千葉大学医学部附 
属病院規程第6条第6項の規定により医療安全管理責任者に任命された副病院長は、医療安全管理部、医 
療の質・安全管理委員会、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者等を統括すると定めている。 
本院の医療安全管理責任者である常勤医師の副病院長は医療の質・安全管理委員会等に出席し組織的に 
医療事故防止について検討し、患者に安全・確実な医療を提供するため病院長と共に医療安全管理対策に 
取組んでいる。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 10 名）・無 

 
③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

「千葉大学医学部附属病院医薬品に関する安全管理規程」において、医薬品安全管理責任者は医薬品
の安全使用のための措置に係る実施担当者を指名し、医薬品の安全使用のための業務に資する医薬品に
関する情報の整理、周知及び当該周知状況の確認を行わせることとしている。 
医薬品情報室長を実施担当者として指名し、病院における未承認等の医薬品の使用のための処方状況

や、採用されている医薬品全般の医薬品の添付文書情報のほか、医薬品製造販売業者、行政機関、学術誌
等からの情報を広く収集し、管理するとともに、得られた情報のうち必要なものは院内全教職員へメールにて
周知を行っている。また、特に周知状況の確認が必要と思われる重要周知事項については、全職員がシステ
ムからログインして閲覧を行う事により、閲覧状況を確認できる方策をとっている。 
 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

「千葉大学医学部附属病院医薬品に関する安全管理規程」において、医薬品安全管理責任者は医薬品
の安全使用のための措置に係る実施担当者を指名し、未承認等の医薬品の使用に関し、当該未承認等の
医薬品の使用状況の把握のための体系的な仕組みの構築並びに当該仕組みにより把握した未承認等の医
薬品の使用の必要性等の検討の状況の確認、必要な指導及びこれらの結果の共有を行わせることとしてい
る。 
薬剤師ゼネラルリスクマネージャーを実施担当者として指名し、未承認新規医薬品等担当部門と連携を取

ることで、院内における未承認新規医薬品等の使用の適否決定状況及び適正使用の確認を行っている。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部，職種：薬剤師（医薬品情報室長））  （所属：薬剤部，職種：薬剤師（GRM）） 

 

 

 

 



 
 
 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する規

程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容： 

診療情報管理委員会において、説明・同意文書の新規作成・更新の際に「病院として定めた必要項目が
記載されているか」について確認を行い、承認された文書のみ使用する。 
診療情報管理士が、各診療科が説明に使用する文書を適切に使用しているか、文書を用いて説明を行っ

た際に、診療録にも説明時の状況や患者の反応の記載がなされているか等、遵守状況を確認（監査）し、説
明書の追記が必要な部分に追記がない、診療録に説明時の状況等の記載がないなど不適切な場合は指導
を行っている。 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

千葉大学医学部附属病院診療情報管理規程に基づき、診療録等の記載内容の確認および監査を行って
いる。 
入院基本情報、入院診療計画、医療行為等の説明と同意、経過記録、退院時サマリー等を対象とした多

職種監査を定期的に実施し、その結果を診療情報管理委員会に報告している。また、監査結果は、診療情 
報責任者ならびに診療情報管理ワーキンググループ委員に対して報告し、記載方法等の指導をしている。 
監査結果の報告を受けた診療情報責任者は、速やかに対策を講じ、その結果を診療情報管理責任者へ

報告している。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（4）名、専任（1）名、兼任（23）名 

 うち医師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（13）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（0）名、兼任（2）名 

 うち看護師：専従（2）名、専任（0）名、兼任（2）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

 

・活動の主な内容： 

1.医療の質・安全管理委員会に係る事務 
2.事故その他の医療安全管理部において取り扱うことが必要なものとして病院長が認める事象が発生した場
合における診療録その他の診療に関する記録の確認、患者又家族への説明、当該事象の発生原因の究明
の実施その他の対応の状況の確認及び当該確認の結果に基づく病院職員への必要な指導 
3.医療に係る安全管理に係る連絡調整 
4.医療に係る安全の確保のための対策の推進 
5.医療安全の確保に資する診療状況のモニタリング 
6.全病院職員に対する医療安全に係る教育・研修の企画、実施及び医療安全に関する認識状況の確認 
7.各部署における医療安全対策の実施状況の評価に基づく、医療安全確保のための業務改善計画書の作
成及びそれに基づく医療安全対策の実施状況及び評価結果の記録 
8.医療の質・安全管理委員会との連携状況、医療安全に係る職員研修の実績、患者等の相談件数及び相談
内容、相談後の取扱いその他の医療安全管理者の活動実績の記録 
9.医療安全に係る取組み及びその評価を行うカンファレンスの実施 
10.その他医療安全の推進に関すること 



 
 
 

 
※診療状況のモニタリングとしては、医療の質・安全管理委員会へ転倒転落発生率・損傷発生率、剖検実施
率、Ai実施率、デスカンファ実施率などを報告している。 
※従業者の医療安全の認識についてのモニタリングについては、医療安全管理に係る全職員に対する研修
を実施した際に、e-ラーニング等により理解度の把握を行っている。 
 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に係
る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識につい
ての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 
 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 3 件）、及び許可件数（ 3 件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療技

術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

本院において高難度新規医療技術を用いて実施する医療行為を対象に、高難度新規医療技術の施行に
ついての申請書や患者に対する同意説明文書を通じ、審査・評価している。承認後は、診療録等の記載内
容を確認し、有害事象が生じた場合は速やかに報告を受ける。また、当該高難度新規医療技術が千葉大学
医学部附属病院高難度新規医療技術・未承認新規医薬品等取扱規程に基づいて施行されていたかどうか
についても確認を行う。実施後は、完了や中止・中断の有無、有害事象の有無などの結果報告について文書
にて報告を受ける。 
 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 1件）、及び許可件数（ 1 件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬品

等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無

（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

本院において未承認新規医薬品等を用いて実施する医療行為を対象に、未承認新規医薬品等の使用に
ついての申請書や患者に対する同意説明文書を通じ、審査・評価している。承認後は、診療録等の記載内
容を確認し、有害事象が生じた場合は速やかに報告を受ける。また、当該未承認新規医薬品等が千葉大学
医学部附属病院高難度新規医療技術・未承認新規医薬品等取扱規程に基づいて使用されていたかどうか
についても確認を行う。実施後は、完了や中止・中断の有無、有害事象の有無などの結果報告について文書
にて報告を受ける。 
 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 



 
 
 

 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 456 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったものと

して特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及び発生前

の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 84 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容： 

1．入院患者が死亡した場合における当該死亡の事実及び死亡前の状況に関する医療安全管理部への報 
告の実施の状況の確認及び確認結果の病院長への報告に関すること 

2．入院患者の死亡以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったものとし
て病院長が定める水準以上の事象が発生したときにおける当該事象の発生の事実及び発生前の状況の
医療安全管理部への報告の実施の状況に関する確認及び確認結果の病院長への報告に関すること 

3．上記の実施の状況が不十分な場合における適切な報告のための病院職員への研修及び指導に関するこ 
と 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：大分大学医学部附属病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：和歌山県立医科大学附属病院）・無） 

・技術的助言の実施状況： 

令和４年度は新型コロナウイルス感染症の動向を踏まえ、訪問調査を取りやめ、紙面調査のみとされ、調査シ
ートに基づき紙面での相互チェックを実施した。 
 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況： 

患者支援センター内の患者相談窓口もしくは電話にて受付を行い、医療安全管理に関する相談内容の場合
は医療安全管理部及び関係者に報告と対応を行う。 
 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況： 

1.第 1回安全セミナー 
 令和 4年 6月 16日～7月 8日（e ラーニング） 
①「振り返り（検討）をしましょう」 
 「注射三点認証システムについて」 
 「院内の安全な鎮静に向けて」 
②「求められる情報モラルとリテラシー」 
③「早期の MET コールで重症化予防 RSS として当院METの役割」 
④「感染対策のポイントや注意点など」 
⑤「当院における抗菌薬適正使用の取り組み」 
⑥「画像診断に係る安全管理」 
 
2.第 2回安全セミナー 
 令和 4年 12月 9日～令和 5年 1月 4日（e ラーニング） 
①「院内の安全な鎮静に向けて-安全性向上のために-」 
 「DNARについて考える-医療・ケアチームの責任と重要他者の必要性-」 



 
 
 

 
②「情報の保護・管理に関する最新情報」 
③「MET コール～院内急変に正しく対応するために～」 
④「抗菌薬の適正使用について」 
⑤「手指衛生の必要性とタイミングについて」 
⑥「医薬品管理の必要性-麻薬・向精神薬・厳重管理薬-」 
⑦「輸液ポンプを安全に使用するために」 
⑧「MRI検査とポータブル X線撮影を安全に行うために」 
⑨「病理検査報告書の確認忘れ防止の取り組み」 
 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1日の員

数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修の

実施状況 

・研修の実施状況： 

・管理者             ：令和 5年 2月 2日 2022年度特定機能病院管理者研修 
公益財団法人日本医療機能評価機構主催 

・医療安全管理責任者    ：令和 4年 11月 11日 2022年度特定機能病院管理者研修 
公益財団法人日本医療機能評価機構主催 

・医薬品安全管理責任者  ：令和 4年 12月 7日 2022年度特定機能病院管理者研修 
公益財団法人日本医療機能評価機構主催 

・医療機器安全管理責任者 ：令和 4年 12月 7日 2022年度特定機能病院管理者研修 
公益財団法人日本医療機能評価機構主催 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭ 医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況： 

日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価「一般病院３」を受審し、2022年 11月 4日に認定された。 
 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況： 

病院公式ホームページに公表している。 
 

・評価を踏まえ講じた措置： 

①説明同意書について管理部署の承認を得た書式を使用する仕組みを作るとともに、 
使用状況を把握するためのカルテ監査体制を構築した。 
②手術部位感染サーベイランスの対象診療科を拡大し、 
術後感染の発生を評価／分析して改善するサイクルを構築した。 
③コロナ禍で中断されていたＢＬＳ訓練を再開し受講歴の一元的管理を開始した。 
④診療業務に関するマニュアル等の文書一元管理を開始した。 
⑤病棟において注射用抗がん薬を投与する際、投与前・中・後の患者の状態や反応等の 
観察記録を残す仕組みを構築した。 
⑥病棟において抗がん薬投与に関わる際、職員の曝露対策として個人防護服等の着用ルールが 
遵守されるように研修を実施し、定着させるための定期的なラウンド評価を開始した。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

・ 基準の主な内容： 

一 医療の安全の確保のために必要な資質及び能力 
二 組織管理能力等の当該病院を管理運営する上で必要な資質及び能力 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

本学ホームページ及び本院ホームページにて選出基準を掲載している。 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法：本院ホームページにて掲載している 

 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
選定理由 

特別の 

関係 

中谷 晴昭 千葉大学理事 〇 学長が指名する理事 有 

手島  英雄 
千葉大学理事・事

務局長 
 学長が指名する理事 有 

松原  久裕 
千葉大学大学院医

学研究院長 
 役職指定 有 

森  千里 
千葉大学大学院医

学研究院教授 
 医学研究院から推薦された教員 有 

吉野 一郎 
千葉大学大学院医

学研究院教授 
 

医学部附属病院から推薦された教

員又は職員 
有 

入江 康文 千葉県医師会会長  学長が委嘱する学外の有識者 無 

山口 育子 

認定ＮＰＯ法人ささ

えあい医療人権セ

ンターＣＯＭＬ  理

事長 

 学長が委嘱する学外の有識者 無 

山崎 晋一朗 千葉県病院局長  学長が委嘱する学外の有識者 無 

箭内 博子 
千葉大学医学部附

属病院看護部長 
 学長が必要と認める者 有 

 



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設置

及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容： 

一 病院規程その他規程等の制定改廃に関する事項 
二 病院に関する将来計画，中期目標及び年度計画に関する事項 
三 病院に関する予算の作成及び決算に関する事項 
四 病院，診療科，中央診療施設その他の重要な組織の設置又は廃止に関する事項 
五  執行部会において必要と判断された重要事項 
六  その他病院の管理・運営・診療に関する重要事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況： 

議事要録を院内ホームページへ掲載している。 
 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

本学ホームページへ掲載している。 
 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 

合議体の委員名簿 

氏名 
委員長 

（○を付す） 
職種 役職 

横手 幸太郎 ○ 医師 教授 
吉野 一郎  医師 教授 
磯野 史朗  医師 教授 
加藤 直也  医師 教授 
小林 欣夫  医師 教授 
大塚 将之  医師 教授 
中島 裕史  医師 教授 
大鳥 精司  医師 教授 
箭内 博子  看護師 看護部長 
相馬 孝博  医師 教授 
井上 貴裕  事務職員 特任教授 
多田 典史  事務職員 事務部長 
猪狩 英俊  医師 教授 
花澤 豊行  医師 教授 
伊藤 彰一  医師 教授 
金田 篤史  医師 教授 
堺田 惠美子  医師 准教授 
淺沼 克彦  医師 教授 
小野 啓  医師 准教授 
鈴木 拓児  医師 教授 
並木 隆雄  医師 准教授 
瀧口 裕一  医師 教授 



 
 
 

 

氏名 
委員長 

（○を付す） 
職種 役職 

松宮 護郎  医師 教授 
松原 久裕  医師 教授 
長嶋 健  医師 准教授 
市川 智彦  医師 教授 
中田 孝明  医師 教授 
馬場 隆之  医師 教授 
猪爪 隆史  医師 講師 
鵜澤 一弘  医師 教授 
三川 信之  医師 教授 
村田 淳  医師 准教授 
伊豫 雅臣  医師 教授 
岩立 康男  医師 教授 
桑原 聡  医師 教授 
甲賀 かをり  医師 教授 
濱田 洋通  医師 教授 
菱木 知郎  医師 教授 
宇野 隆  医師 教授 
池田 純一郎  医師 教授 
生坂 政臣  医師 教授 
松下 一之  医師 准教授 
大島 拓  医師 准教授 
加藤 順  医師 准教授 
田口 奈津子  医師 准教授 
大曽根 義輝  医師 特任教授 
清水 栄司  医師 教授 
藤本 肇  医師 特任教授 
鈴木 隆弘  医師 准教授 
花岡 英紀  医師 教授 
竹内 公一  医師 特任准教授 
本橋 新一郎  医師 教授 
林 秀樹  医師 教授 
花輪 道子  技術職員 特任教授 
勝野 達郎  医師 准教授 
諏訪園 靖  医師 教授 
石井 伊都子  薬剤師 教授 
清野 宏  医師 特任教授 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法： 

千葉大学医学部附属病院規程を本院ホームページへ掲載している。 
千葉大学会計規程を本学ホームページへ掲載している。 

 

・ 規程の主な内容： 

＜病院規程＞ 
一 本院の目的 
二 病院長の権限（診療科長等の任命・解任権限など） 
三 本院の組織 
四 役職者等の任期及び業務内容 

                                     等 
＜会計規程＞ 
一 会計に関する目的、概要等 
二 会計機関、予算、資金・資産管理等 
三 契約・決算 
四 予算管理責任者の権限（予算配分、予算執行） 

                                     等 
 

・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割： 

＜副病院長＞ 
副病院長は、経営、安全管理、広報などそれぞれの役割において、病院長の職務を補佐する｡ 
副病院長は、病院長に事故あるときはその職務を代理し、病院長が欠員のときはその職務を行う。 

 
＜院長補佐＞ 
病院長補佐は、病院長の指示する重要事項について企画・立案等を行う。 

 
＜企画スタッフ＞ 
病院長企画室を設置し、病院経営及び運営に関する分析、企画及び立案を行う。 

 

・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況： 

＜人事＞ 
副病院長は、病院長が指名し、学長が任命する。病院長補佐は、病院長が任命する｡ 
科長は、当該科に対応する医学研究院の研究領域又は当該科の教授のうちから、 
病院長が任命する。部長・センター長は医学研究院又は病院の教授のうちから病院長が任命する。 

 
＜研修＞ 
ＡＪＭＣが開催する医師の働き方改革セミナーに病院長が参加した。 
また、国立大学病院長会議が開催する第５回病院長塾に病院長、副病院長及び病院長補佐が参加し、医
療ＤＸの現在地や今後の在り方について、検討を行った。 

 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

監事及び監査室との連携の下、次に掲げる病院業務について監査を行う。 
一 医療に係る安全管理に関すること。 
二 特定臨床研究の業務執行の状況に関すること。（※） 
三 その他委員長が必要と認める病院業務に関すること。 

  （※）医療安全の観点から、臨床研究中核病院の立入検査と同時開催としている。 
 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

本学ホームページ及び本院ホームページにて、設置規程及び委員名簿（選定理由についても記載有）、
監査結果報告書を掲載している。 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
選定理由 利害関係 

委員の要件 

該当状況 

宮坂 信之 
東京医科歯科大

学名誉教授 
○ 

医療安全識見者か

つ病院管理経験者 
有・無 １ 

花輪 正明 
塩野義製薬株式

会社薬事部長 
 臨床研究識見者 有・無 ３ 

藤原 康弘 

独立行政法人医

薬品医療機器総

合機構理事長 

 臨床研究識見者 有・無 ３ 

東宮 秀夫 

一般財団法人医

薬品医療機器レ

ギュラトリーサイ

エンス財団理事 

 臨床研究識見者 有・無 ３ 

山﨑 晋一郎 

千葉県病院事

業管理者 

（千葉県病院局

長） 

 
医療安全識見者か

つ病院管理経験者 
有・無 ３ 

宗像 令夫 

独立行政法人

中小企業基盤

整備機構関東

本部千葉大亥

鼻イノベーション

プラザチーフイ

ンキュベーション

マネージャー 

 臨床研究識見者 有・無 ３ 



 
 
 

 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
選定理由 利害関係 

委員の要件 

該当状況 

中谷 晴昭 千葉大学理事  

医療及び臨床研究

に関する学識経験

者 

有・無 ３ 

後藤 弘子 

千葉大学大学院

社会科学研究院

教授 

 法律学専門家 有・無 １ 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

 

規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確保す
るための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 

・体制の整備状況及び活動内容： 

千葉大学監事監査において、管理者の業務が法令に適合することを確認・指導する。 
 

・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 

・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法： 

本学ホームページにて、関係規程を掲載している。 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に係る措

置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 

・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況： 

千葉大学役員会において附属病院の業務の監督を行っている。 
 

・ 会議体の実施状況（ 年 13 回 ※うち、3回は臨時開催 ） 

・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 8 回 ※うち、1回は臨時開催 ） 

・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法： 

本学ホームページにて、関係規程を掲載している。 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：（回答不要） 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の
情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方策その 

他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法： 

ポスター、院内ホームページの掲示及びマニュアルを配布して周知している。 
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